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GIAHS申請書【和訳】 

世界重要農業遺産システム（GIAHS）イニシアティヴ 

 

概要情報 

農業遺産システムの名称/タイトル： 

阿蘇の草原の維持と持続的農業 

申請機関/組織： 

阿蘇地域世界農業遺産推進協議会 

（熊本県及び阿蘇地域の行政機関・農業関係団体・商工観光関係団体等からなる

協議会） 

国/場所/サイト 

 日本国、熊本県、阿蘇市及び阿

蘇郡小国町・南小国町・産山

村・高森町・南阿蘇村・西原

村） 

・ 九州の中央、熊本県の北東

部に位置する阿蘇山のカルデ

ラ周辺の１市・３町・３村か

らなる地域（付属資料１） 

主要都市までのアクセス： 

・ 羽田から阿蘇くまもと空港まで１時間半、空港から阿蘇駅まで車で１時間 

・ ＪＲ熊本駅から阿蘇駅まで、豊肥線経由特急電車で１時間 

およその面積：約 1,079k ㎡ 

農業生態学的ゾーン：温帯、水田・畑作・草原地域 

地形的特徴：活火山とカルデラ 

気候タイプ：温帯湿潤気候、冷涼 

およその人口：約 67 千人(2012 年 9 月)、うち基幹的農業従事者数５千 700 人 

主な生計源：農林業、観光業 

民族性/先住民人口：該当なし 
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農業遺産システムの概要情報 

 

阿蘇の草原は、日本の九州の中央に位置する、熊本県の阿蘇地域にあり、活火山

である阿蘇山の中央火口丘とカルデラ周辺に広がる。阿蘇山は、東西18km、南北25km

の世界最大級のカルデラを形成しており、カルデラ全体が阿蘇くじゅう国立公園に

指定されるとともに、日本ジオパークにも認定されている。 

火山性の土壌や地理的条件が必ずしも農耕に最適とは言えない土地で、人々は長

年にわたり、高冷地の火山性土壌を水田･畑地として改良し、また牧野（採草放牧

地）として利用してきた。その結果、今日では水稲や露地野菜、施設園芸、畜産な

ど様々な農業が営まれるようになっている。 

カルデラの周辺に広がり美しい景観をなす草原は、火山活動や河川の氾濫などに

よる自然の作用だけではなく、人間が長年農業活動として野焼き･放牧･採草を続け

てきたことによって維持されてきたものである。このような農業活動によって、広

大な「半自然草原」が生み出され、数多くの希尐な草原性動植物も生育・生息して

いる。 

今日の阿蘇地域は、草原の持続的な活用を通じて、伝統的な農業・農法、農村文

化を受け継ぎながら、独特の生物多様性や農村景観が保全されている、貴重な地域

である。 

この草原は、集落ごとに共同管理され、牛馬の放牧の場となるとともに、草が牛

馬の飼料や厩舎の敷料となり、堆肥を生産して田畑へ投入するなど様々に利用され

ている。このような草資源の循環的な利用と管理システムを通した持続的な農業が

展開されていることが、阿蘇地域の農業の大きな特徴である。 
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１．世界農業遺産としての阿蘇地域の特徴 

 

世界的又は国内的重要性 

 

a) 地理的特徴と景観 

阿蘇地域は中央に阿蘇五岳が

そびえ立ち、その周囲に外輪山

が広がる、世界有数規模のカル

デラ地域である。1934 年にはい

ち早く国立公園に指定され、景

観保全が図られてきたほか、日

本ジオパークにも認定されてい

る。 

もっとも特徴的な景観は草原

の広がる風景であるが、その多

くは長年農業活動として野焼

き･放牧･採草という地元の人の

手が加わることによって維持されてきたもの

である。従って、阿蘇の草原は「二次的自然」

（人間活動の影響を受けて形成･維持されて

いる二次的自然環境）と言える。加えて、カ

ルデラの内外のそれぞれの地理的な条件に適

応しながら展開される多様な生産活動が、草

原、森林、田畑といったスケールの大きな景

観を形成し、国内外から数多くの観光客が訪

れている（写真１、２）。 

 

 

b) 草原を活用した農業 

人々は、カルデラの複雑な地理的特性や、元来農業には不向きである火山性土壌に

適応しながら、長年にわたり営農を行ってきた。阿蘇の草原は 10 世紀の公文書にお

いて既に馬の放牧地として言及されている。長年にわたり、この草原で野焼き･放牧･

採草が繰り返された結果、今日の広大な草原が広がる特有の景観が形成された。阿蘇

の草原は、多くが「入会地」として集落単位で共同管理され、草資源は畜産への活用

にとどまらず、水田稲作や畑作において循環的に利用されてきた。現在は草原を活用

した肉用牛の生産等が行われている。 

阿蘇の農業システムの特徴は、野焼き・放牧・採草を行うことにより草原を活用し

た農業が行われながら、生物多様性や農業景観の保全が図られていることにある。 

写真１ カルデラ全景（写真提供 岸田宗範） 

写真２ カルデラの中に広がる田畑 
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c) 半自然草原で守られる生物多様性 

温暖で降水量の多い日本では、草原はやがて常緑広葉樹や落葉広葉樹などの森林へ

遷移していくのが通常である。しかしながら阿蘇地域では、22,000ha1)にのぼる日本

でもっとも広大な半自然草原が維持されており、そこには数多くの希尐な草原性動植

物が生育・生息している。 

この地域には、ユーラシア大陸と共通に分布する草原性植物をはじめ、それを食草

とするチョウ類なども存在し、希尐な動植物の宝庫となっている。 

阿蘇地域の草原で希尐な動植物が今日まで生き延びたのは、冷涼な気候や火山活動

などの自然的要因とともに、野焼き･放牧･採草という人為的な農業活動により、これ

らの動植物に適した草原環境が維持されてきたためである。人々の活動により森林へ

の自然遷移が防がれ、草原性植物が草原環境の中で生き残った。 

 

d) 農業にまつわる伝統文化 

 人々は古来より活火山である阿蘇山を畏怖し敬い、そこから阿蘇神社を中心とする

今日の火山信仰が出来上がったと考えられている。阿蘇神社には開拓神である

健磐龍命
たけいわたつのみこと

が主神として祀られ、阿蘇地域には数多くの神話が残されている。 

阿蘇神社を中心に営まれる祭事は、神話に基づく神々への祈りをささげるものであ

る。年間を通じて行われる様々な祭事は、豊作を願い、実りへの感謝を捧げる、農耕

文化との強い結びつきが現れている。 

 

 

１.多様な農業生産活動のもとでの生活と食料生産 

 

a) 農業 

農畜産業は、阿蘇地域の中核産業であり、産出額の合計はおおよそ290億円である。

米と野菜がそれぞれ60億円（約２割）で、畜産が130億円（約５割）にのぼる 2)。稲

作のほか、夏季冷涼な気候を活かした多様な夏秋出荷の野菜・花きの生産が盛んであ

り、野菜ではトマト、ホウレンソウ、アスパラガス、大根、キャベツ、イチゴなどを、

花きではトルコギキョウ、リンドウなどを中心として、多品目の栽培がおこなわれて

いる。 

第一次産業への就業率は地域で20％3)となっており、阿蘇地域の基幹的農業従事者

数は5,730人4)である（2010農林業センサス）。 

阿蘇地域の農業は、酸性で養分が乏しい生産に不利な火山性土壌と、カルデラの多

様な地理的特性に適合しながら、長年にわたり繰り返されてきた。高地の冷涼な気候

である上に、火山性土壌のため土地生産性が低く、またたびたび火山による降灰や川

の浸水害に見舞われるなど、元来農業生産に適した土地ではなかった。このような農

作物の生産にとっては不利な条件の中にあって、外輪山などの耕作に適さない草原が
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放牧や採草にあてられた。一方カルデラ底に広がる平野では、長年にわたり農地の改

良などが行われ、今日では米などの穀物や、野菜、畜産などの多様な農業生産のため

に活用されている。 

 

b) 畜産業 

農業の中でも、畜産は突出した重要性を有してお

り、阿蘇地域の農業産出額の約半分にのぼる。耕種

農業に比べれば、畜産は広大な草地と草資源を活用

できるというアドバンテージがあった。 

現在の阿蘇地域では、広大な草原を活用した肉用

牛の生産等が行われている。阿蘇地域では、多くの

農業者は米や野菜等との複合経営を行っている。飼

養頭数が 10 頭以下の、畜産農家としては小規模な

ものが半数以上を占めており 5)、これらの畜産農家に

は、舎飼いより放牧による経営がより効率的である。 

また、日本で飼養されている肉用牛は黒毛和種が中心

であるが、阿蘇地域では在来品種である褐
あか

毛
げ

和種（以下

「あか牛」という。）を主体とした繁殖経営が行われて

きた（写真３）。草原で放牧されている牛は、あか牛が

多い（写真４）。 

あか牛の肉は、うま味豊かな赤身が特徴であり、赤身

と脂肪のバランスの良さが健康志向の消費者を引きつ

けている。 

 

 

c) 林業 

林業も、阿蘇地域における主要な産業である。素材生産量は 82,325 ㎥ 4)で、産出

額は 23 億円 6)となっているほか、キノコなどの林産物が約３億円 6)を上げている。 

カルデラ内の森林のほとんどは、草地に植林された杉やヒノキからなる人工林であ

る。これらは集落の有する草原に、水源涵養や木材生産のために植えられた。かつて

人々が草原から森林への遷移を防いでいた土地に、新たに植林を行っていることは、

草原に対する集落のニーズの変化を物語っている。 

阿蘇地域の北部に位置する南小国町及び小国町は、長い植林の歴史がある。1750

年代には肥後細川藩の命により各戸２５本の杉の植林が行われており、今日では「小

国杉」として全国的なブランドとして知られているほか、阿蘇地域固有の「南郷檜」

もある。材木の他にも、木質バイオマスへの活用等も近年進めている。 

写真３ 阿蘇の「あか牛」 

写真４ 牛の放牧風景 
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２．生物多様性と生態系機能の維持 

a) 半自然草原 

阿蘇地域一帯には黒ボク土が厚く分布している

（写真５）が、黒ボク土の成因と考えられているも

のは、植物由来の有機物、火山活動、人為的な火災

の三つとされる。土壌中の植物珪酸体の分析からは、

阿蘇外輪山の東側の植生は、約 1 万 3000 年前にサ

サ属からイネ科のススキなどに遷移したことが推

定される。ススキの草原が成立するためには火入れ

が必要であり、人間の活動による草原の存在は１万

年前にさかのぼることを示している 7)。 

ある調査に寄れば、２０世紀の初めまでは日本の国土の 13%が草原だったとされて

いるが、草原は１%にまで減尐している 8)。しかしながら阿蘇地域では、人々が草原

の野焼き・放牧・採草を繰り返すことで草原を維持し続けている。その結果、現在は

日本の半自然草原面積の約半分が阿蘇地域にある。 

 

b) 草原性動植物の宝庫（付属資料２、３） 

阿蘇地域には、「大陸系遺存植物」、「北方系植物」、「襲速
そ は や

紀
き

要素の植物」などが数

多く見られ、中には日本では阿蘇にしか存在しない植物も多い（表１）。 

（表１ 阿蘇地域の遺存植物の種類） 

 

これらの植物は、冷涼な気候と草原環境

に適応しているものが多く、最終氷河期以

降の気候変動で日本列島の大半の地域か

ら消失したものである。阿蘇においては、

高冷地であることと火山活動の影響など

の要因が影響して生き延び、さらに人々が

阿蘇に居住し始めてからは、野焼き･放牧･

採草という人為的な農業活動により草原

環境が維持されたため、今日まで生存して

きたと考えられている（写真６）。 

外輪山には日本一の規模を誇るサクラソ

ウ群落、日本では阿蘇にしか生育しないハ

ナシノブ、ケルリソウ、ツクシフウロ、大

大陸系遺存植物 九州がユーラシア大陸と陸続きであったことを示す植物 

北方系植物 阿蘇が分布の南限となっている植物 

襲速紀要素 九州が四国、本州と陸続きであったことを示す植物 

写真５ 阿蘇東外輪の畑（黒色土） 

写真６ 数多くの草原性植物 
（オキナグサ、ハルリンドウ等） 



 - 7 - 

陸系遺存植物であるキスミレ、マツモトセンノウ、ヒメユリなど数多くの希尐な草原

性植物が生育している。特に、北外輪山の湿地とその周辺の草原は、ヒゴシオン、ホ

ザキノミミカキグサなどの湿地性絶滅危惧植物と、ヒゴタイ、ヤツシロソウなど草地

（乾性草地）性の絶滅危惧植物の両方の生育の場となっている（写真７～９）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こうした草原・湿地に生息する動物も多く、草原性植物のクララを食草とするオオ

ルリシジミ（写真 10）、ワレモコウを食草とするゴマ

シジミをはじめとするチョウ類や、コジュリン、オ

オジシギなど草原に渡来する鳥類など、独特な草原

性動物の宝庫ともなっている。 

また、草原で放牧を行うことにより、牛馬の糞は草

の肥料となり、糞を食するセンチコガネ、オオセン

チコガネなどの昆虫やそれを捕食する鳥類の食物連

鎖にもつながっている。 

このように、阿蘇は日本国内でも絶滅危惧種が集

中している生物多様性ホットスポットの一つとなっている。 

 

c) 在来野菜9) 

高冷地で多雨の気候に適合して、米や夏秋野菜など多様な農産

物が生産されている（付属資料４）が、これらの作物に加えて、

阿蘇地域では在来野菜も豊富である。 

特にこの地域で栽培される、アブラ

ナ科のからし菜の一種である「阿蘇高

菜」は、火山性土壌の高冷地という阿

蘇の厳しい気候風土が生み出した在来

野菜である。高菜を塩漬けした高菜漬

けは、広島菜、野沢菜とともに日本三大

漬け物の一つとされる。 

写真 7 サクラソウ 写真 8 ハナシノブ 

写真 9 ヒゴタイ 

 ヒゴタイ 

写真 10 オオルリシジミとクララ 

写真 12 あかど漬け 

写真 10 オオルリシジミとクララ 

写真 11 あかどいも 
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その他にも、赤い葉柄が食用となる里芋の一種「あかどいも」の葉柄を塩漬けした

「あかど漬け」と呼ばれる漬物もあり、独特の爽やかな酸味と歯ごたえのある食感が

特徴である（写真11・12）。 

里芋の一種である「鶴の子いも」は、火山灰土壌のやせた土地にしかできない品種

であり、高森町で栽培され、郷土料理の田楽として提供されている。 

冬場に小国町岳の湯地区で栽培されているアブラナ科野菜の「黒菜」は、温泉熱で

地温が高い、ごく限られたほ場で栽培されている。当該地区は温泉に恵まれているの

で、温泉の蒸気で蒸して食されている。 

 

d) 北部九州の「水がめ」 

阿蘇地域は降雨量の多い地域であり、年間3,200ミリにのぼる地点もある10)。浸透

性の高い火山性土壌に覆われ、また森林や広大な草原という雨水を蓄えやすい地質特

性のため、阿蘇地域に降った雨の多くが地下に浸透し、その結果、豊富な地下水の恵

みを周辺地域にもたらし、多くの湧水地が分布している。 

これらの湧水のうち、「日本の名水百選」に選定されている白川水源、池山水源は、

阿蘇を代表する名水として知られており、それぞれ毎分60t、30tもの湧出量を誇る11)。

その他、阿蘇谷には大規模な自噴帯があり、随所で豊富な自噴井を見ることができる

（写真13）。 

このような特性から、阿蘇は、白川をはじめとする６本の一級河川の源流域に当た

り（流域の面積は9,000平方キロ、人口は230万人12））、北部九州の「水がめ」とも呼

ばれている（図１）。 

また、下流の熊本市とその周辺10市町村では、約100万人に対する水道水のほぼ

100％が阿蘇西麓台地部等で育まれる地下水でまかなわれている11)など、世界的に例

の無い豊かな水環境を形成し、市民生活や産業の発展に大きく寄与している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 九州各地の川の源流となっている

阿蘇 

出典：阿蘇草原再生レポート 2011 

（阿蘇草原再生協議会） 

写真 13 白川水源 
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３．知識と適応技術による持続的な農林業 

 

a) 草原と文明 

草原は、古代から農業との関わり

の中で、様々な用途に用いられてき

た。 

今日のように畜産が盛んとなる前

は、草原は、牛馬の放牧や、農耕用

牛馬の飼料としての採草が行われる

のみならず、牛馬が田畑を耕し、緑

肥や牛馬の糞で生産された堆肥が田

畑へ投入されて地力を増進し、農業

生産を増加させた。草自体も、屋根

材や燃料、畜舎の敷料としても活用

された。このように、水田稲作や畑

作と緊密に結びつくサイクルが成り

立ち、草原は循環的に利用されてきた（図２）。 

 

 

b) 最近の適応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1950 年代までは、田畑の耕作を生業とするそれぞれの農家が農耕用牛馬を飼養し、

牛馬に必要な飼料を確保するため牧野を入会地として集落ごとに管理していた。この

ようなサイクルを一つのユニットとする単位が、阿蘇全体に広がっていた。 

近年、農耕用機械の普及により、各耕作農家は農耕用牛馬を必要としなくなったこ

とから、牧野は、集落の構成員の大半が利用する飼料生産場としての位置づけを失っ

図２ 草原と農業のつながり 
出典：阿蘇草原再生全体構想（阿蘇草原再生協議会） 

図３ 集落と牧野、耕作地の基本的な関係(模式図)  
出典：｢阿蘇の文化的景観｣保存調査(第 2次基礎調査)等業務報告書(阿蘇市教育委員会 2011 年) 
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ていき、集落と牧野を結ぶ草の道も使われなくなった。今日では、牛馬は農耕用とし

てではなく主に畜産業として飼養されており、放牧や飼料生産のため牧野を利用する

のは、集落の中でも畜産業を営む者に限られている。一方で、草資源の堆肥としての

利用などは農業者により引き続き行われている。 

このように、今日では耕作地と牧野を直接関係づけるものが薄くなり、牧野を管理

する集落と草原の利用者も必ずしも一致しない状況となっている（図３）ものの、農

業の近代化と社会の変化という時代のニーズにあわせ、草原は、農業との関わりの中

で形を変えながら多様に利用されている。 

 

c) 管理技術 

(i) 野焼き 

「野焼き」は、雪解け後の２月後半から４月に

かけて行われる。野焼きは、樹木の生育を抑制し、

森林への遷移を抑えることができ、ダニの駆除や

草の新芽の出を良くする働きがある。これにより、

火に弱く草地利用の邪魔になるイバラ類などの低

木を除去し、初夏には牛馬の嗜好性の良いススキ

などを再び繁茂させる、省力的で効果的な草原の

管理技術である（写真 14）。特に阿蘇地域は草原面

積が広く、地形も複雑で急斜面が多いため、採草や放牧だけで草原を管理するのは難

しく、野焼きをすることが合理的である。 

夏から秋にかけて行われる「輪地切り」は、野焼きの際に隣接する草原や林地など

への延焼を防ぐため、幅 5～10m で帯状に草を刈り払い防火帯とする作業のことであ

る。輪地切りの数日後には、刈った草を焼き払い防火帯を完成させる「輪地焼き」が

行われる（写真 15、図４）。2011 年の熊本県の調査によると、阿蘇地域全体の輪地切

りの総延長は約 530km にも及ぶ 13)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 14 野焼き 

写真 15 輪地切り（写真提供：（公財）

阿蘇グリーンストック） 

図４ 輪地 

出典：阿蘇草原再生全体構想概要版（阿蘇草

原再生協議会） 
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(ii) 放牧 

放牧は、野焼きの後、野草が伸び始める４月から霜が降りる11 月頃まで行われる。

かつて、夏場は厩肥生産などのために休牧していたが、現在は春から秋まで連続放牧

する夏山冬里方式が主流となっている。 

牧野組合員の飼育する牛が減ったかわりに、地域外から牛の受け入れを進め、草原

を有効利用しようという広域放牧も行われている。さらに、畜産の省力化を目指すた

め、冬期間も放牧する「周年放牧」も進められている。 

 

(iii) 採草 

草を刈る時期や場所は、草の伸び具合や農家の規模などを考慮し、その利用が公平

になるよう農家に割り当てられた。草を刈る解禁日を定める「口開け」、草刈り場の

配分を規定する「野分け」など、集落の厳格なルールに則って行われることにより、

単に利益の公平な分配にとどまらず、過剰利用による資源の枯渇を回避した。 

初秋になると採草地では冬場の貯蔵飼料を得るための干し草刈が行われる。50 年ほ

ど前までは北外輪ではススキで作った小屋に何日も泊り込んで草を刈る「草泊まり」

が行われていた。刈った草は１～２日天日干しした後、その場で「草小積み」と呼ば

れる形に積み上げて保存されていた。 

 なお、野焼きのみでも草原は維持できるが、優占種（主にススキ）が繁茂し、草原

性遺存植物やそれらを利用している昆虫、小動物が尐なくなってしまう。採草をする

ことによって生物多様性が守られる効果がある。 

 

 

４．農林業をベースとする伝統文化、価値システム及び地域コミュニティの形成 

 

a) 阿蘇の農耕祭事 

阿蘇火山の活動は、農作物に大きな被害を与える

ことから、人々は古来より火山を神として敬ってき

た。今日阿蘇神社の周辺では、農業に関わりの深い

儀式・祭事を多く見ることができる。 

阿蘇の農耕祭事は、正月の「踏歌節会
とうかのせちえ

（阿蘇家の

当主の前で田歌を歌う。）」から秋の「田の実神事

（稲の実りに感謝を捧げる。）」まで、年間を通じ

稲作儀礼が阿蘇神社・国造神社を中心に行われる。

阿蘇山の噴火による火山灰の降灰などの農耕被害

を鎮め豊作を願う、古くからの人々の営みの様子

写真 16 火振り神事 

写真 17 御田植神幸式 
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がよく表れており、国指定重要無形民俗文化財に指定されている。 

 その中でも、３月の「火振り神事」は、阿蘇 12 神の一人「国龍神
くにたつのかみ

」と姫君の結婚

を祝い、境内で束ねた火の輪を廻すダイナミックな祭りとして有名である（写真 16）。 

 また、７月に行われる御田植
お た う え

神
じん

幸式
こうしき

は、神が稲の生育ぶりを御覧になる祭りであり、

宇奈
う な

利
り

と呼ばれる 14 人の女性が、火の神と水の神を含めた 14 人の食事を頭に乗せ、

阿蘇神社からゆっくりと田をめぐるもので、古代の習俗の名残が見られる（写真 17）。

この宇奈利の中には牛頭も登場し、阿蘇では昔から牛が大変大切にされてきたことが

伺える。 

さらに、８月から 10 月にかけて行われる「火焚き神事」は、霜の害を避けるため

乙女が独りで「霜宮」で約 60 日間火を焚き続けるという、珍しい祭りである。 

 

b) 集落単位での持続的な草原管理 

阿蘇の草原は、多くが「入会地」として集落単位で共同管理されている。「入会」

とは、集落の住民が生産･生活に必要な物資を得ることを目的に、共同利用する山林

原野等（入会地）に立ち入る慣習のことであり、入会地を共同で管理し利用する権利

を入会権という。入会地においては、一定の要件を満たした住民だけを構成員とする

慣習や、転出すると入会権を失う慣習がある。 

阿蘇地域の草原は、その役割を変えながら長年維持されてきたが、それにはこのよ

うな共同体的規制が行われることにより、集落単位で草の利用規定の設定や入会権者

間の競合・混雑の回避がなされ、また集団作業は個人作業に比べて効率性が高いこと

とあいまって、地域資源である草の持続的な資源利用が行われてきたことが大きく貢

献している。 

他方、他地域の事例と異なり、この草原にかかる権利は、構成員個人の所有権に分

割されることはなかった。この入会権は、その土地の処分等について全ての参加者の

同意を必要とするが、このことが安易な土地開発から草原を守ってきた側面もある。

このような入会権制度は、地域の資源を共同で管理していくための核となる仕組みと

なっている。 

 

 

５．優れた景観の保全と土地･水資源の管理 

 

a) 特徴的な草原景観 

阿蘇地域は、火山活動によって、人の営みの

規模をはるかに超えた広大なカルデラの景観

をなしており、国立公園に指定されているが、

草原の広がる特異な景観の多くは、人の手の 写真 18 外輪山草原から阿蘇五岳を望む 
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加わった二次的な自然景観である。加えて、カルデラの内外のそれぞれの地理的な条

件に適合しながら展開される多様な生産活動が、草原、森林、水田といったスケール

の大きな景観を形成している（写真18）。 

阿蘇地域の草原を見ると等高線状に縞模様ができている個所があるが、これは「牛

道」といい、牛が草を食べながら長期間にわたって歩いた後である。急傾斜の草原の

維持は人力では難しいため、放牧による草原の管理が適している。 

 

b) 植林と草原 

 現在のカルデラ内の森林の大半は、草原に植林された人工林である。戦後復興等で

木材需要が拡大する中で、全国的な拡大造林政策のもと、阿蘇でも造林が急速に行わ

れた。1953 年頃から広葉樹からなる天然林を伐採した跡地や牧野へ針葉樹（スギ、ヒ

ノキなど）を植える人工林造林が進められ、1965 年頃には現在の森林景観が形成され

ている 14)。森林面積の約 67,000ha15)のうちほとんどが針葉樹の植林地であり、自

然林の分布は極めて限定的となっている。 

草原と森林の関係も特徴的である。植林の際、施業の都合から集落に近い方、すな

わち草原の下部から植林を始めていった。その結果、カルデラ内は、上から草原、森

林、農地・集落と続く景観をなしている（写真19）。これは、通常見られる森林、草

原、農地・集落の順とは異なる相をなしており、阿蘇ならではの景観といえる。 

 この森林は、林業生産はもとより、草原と相まって水源涵養に大きく貢献するとと

もに、傾斜地の保全にも役立っている。阿蘇の人々にとって、農業と林業は密接不可

分である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

c) 土地改良事業と田園景観 

1980 年頃から、特に阿蘇谷地域を中心として、農地の大区画化、農道・農業用水施

設等の整備を目的とした土地改良事業が実施され、農業経営におけるコストの削減、

農地の集団化、高生産性農業の推進や経営規模の拡大が行われた。この事業により優

良な農地が形成され、現在は水田面積約 9,000ha、畑地面積約 11,000ha となっている

16)。 

写真 19 外輪山からカルデラ内を望む 
上から草原、森林、田畑の景観 
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この土壌改良や農業農村整備が行われた結果、現在はカルデラの中に整然とした田

畑の景観を創出しており、水源涵養や多様な生き物の生育生息の場ともなっている。 

 

d) カルデラ内外の土地利用 

カルデラ壁の山裾に位置する集落はカルデラ上の高原の牧野を利用しており、多く

は入会地として管理されているため、カルデラ内の牧野組合は阿蘇火山を囲んで放射

状に広がっている。 

 一方、カルデラ外の高原部では、面積はまちまちであるがいずれも集落は牧野を入

会地として管理している。カルデラ東部の波野･高森町東部においては小起伏の波状

地形が形成されており、集落の分布がまばらであるため各集落は小面積の牧野を利用

している。カルデラ北側斜面の小国･南小国･産山では、主に点在する谷底平野に集落

が分布し、カルデラ上の高原や九重連山の西側斜面の牧野を利用しており、各集落の

利用する牧野の面積は大小まちまちである。カルデラ西側斜面に位置する西原村では、

各集落が斜面上部の比較的広い面積の牧野を利用している 17)（付属資料５）。 

 

 

 

２．農業システム管理に関連する他の社会的･文化的な特徴 

 

a) 火山信仰と阿蘇神社 

阿蘇中岳は活火山であり、噴火により農作物に被害をもたらすことがある（写真 20）

ため、人々は古来より農作物が無事育つよう火山に向かって祈りをささげ、神の霊の

宿るところとして恐れ、同時に敬う心が火山信仰の元となった。 

 阿蘇神社は、火山の神 健磐龍命
たけいわたつのみこと

の子で速瓶玉命
はやみかたまのみこと

が紀元前 282 年に両親を祀った

のが始まりといわれる（写真 21）。阿蘇神社には健磐龍命を主神とする阿蘇国造りの

神々12神が、阿蘇神社から北６kmに位置する国造神社には速瓶玉命が祀られている。 

 このような火山信仰は、年間を通じて行われる農耕祭事に色濃く反映されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 21 阿蘇神社拝殿 写真 20 阿蘇中岳火口 
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３．歴史的な重要性 

 

a) 阿蘇氏による地域開発 

旧石器時代の遺跡の多くは外輪山の上に分布しているが、弥生時代には既にカルデ

ラ底の湿地を利用した農業が始まっていたと考えられる。阿蘇神社のある一の宮周辺

は、定住農耕文化が早くに根付いた場所と考えられ、阿蘇の政治文化の中心地となっ

た18)。 

阿蘇神社の神官である阿蘇氏は、神事のみならず、次第に統治にも力を持つように

なった。中央政府との結びつきのもとで、荘園の開発・管理が進められ、得られた農

業生産を通じて経済力も蓄え、長期にわたり大きな政治力、軍事力も持つようになり、

戦国時代には、阿蘇氏は阿蘇地域の外側をも領するほどの勢力を持つ基礎となった。 

阿蘇の草原が初めて文献に登場するのは、905年に書かれた「延喜式」である。牧

場を表す「牧」という記述があることから、この頃には既に阿蘇の草原で馬の放牧が

行われていたことが推察される19,20)。 

 

b) あか牛の改良・振興 

あか牛は、古来より朝鮮半島から輸入されてきた牛が阿蘇地方の気候風土に順応し

て定着したものと考えられている。一般に、体質が強健で性格がおとなしく、寒さ・

暑さに耐え、粗飼料の利用や採食性に優れるという性質を有しており、この地域の草

原での放牧に適している。 

従来農耕用の役牛として広く飼われていたが、明治期以降にこの在来種にスイス原

産のシンメンタール種を交配させて役肉兼用に改良されたものが、現在のあか牛であ

る 21)。 

通常、牛の放牧は野草が伸び始める５月上旬から霜が降りる 10 月下旬ころまで行

われる。草原に放牧されるのは繁殖牛が多く、あか牛が広大な草原で草を食む風景は

阿蘇を代表する光景であり、重要な観光資源ともなっている。 

 

 

４．現代的な重要性 

 

a) 半自然草原と生物多様性の維持 

阿蘇草原の半自然によって保存されてきた生物多様性は、大変貴重である。多くの

稀尐植物が、草原環境と冷涼な気候の中で今日に至るまで集中して生育していること

から、この阿蘇の草原は欠くことのできないものである。 

かつて日本の国土の 13%を占めたといわれる草原は、今日ではわずか１％を占める

に過ぎない。社会の変化とともに半自然草原が激減する中で、火山活動と相まった人

間の営みを通じて草原が維持され、独特の景観がもたらされた。これほど長期にわた

って同じ場所で草の恵みを受けて固有の文化を発展させた地域は、世界的にも珍しい。 
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b) 低炭素社会の実現 

阿蘇の黒色土は、ススキなどの草本植生から供給された多量の腐植が集積されてい

るため、炭素含量が高く、炭素を蓄積する機能を担っている。毎年の野焼きにより炭

素が蓄積され、またススキは地上部の３倍もある根が土壌有機物として留まり、炭素

を固定する機能が高いという性質がある。調査によっては、ススキの野草地の炭素の

蓄積量が植林地を上回るとされることもある。阿蘇の草原の年間炭素吸収量は二酸化

炭素換算で 4,817t にも達し、これは、阿蘇の全世帯が排出する二酸化炭素の７割を

草原が吸収している計算になる 22)。 

このように、草原の炭素貯留量の高さは、大気中のＣＯ２の固定につながるもので

あり、この観点からも森林に加えて重要な役割を果たしていると言うことができる。 

 一方、バイオマス資源としての草原利用も、生物多様性の維持にもつながるものと

して有効である。阿蘇市では、環境にやさしいバイオマスエネルギーシステムを構築

するための実験事業を行ったことで草の収穫･収集･運搬を担うバイオマスオペレー

ター組合が設立され、草の販売が行われている。この広がりにより、炭素排出量の抑

制が期待される。 

 

c) 伝統的文化の継承 

 阿蘇の伝統的農耕儀礼は、古代の稲作から生まれたものと考えられている。当時よ

り、火山への畏れと敬い、草原と家畜が密接に関わる稲作が、大きく変わることなく

人々の生活の中で息づいてきた。それ故に、祖先の営みが現代の生活の中に伝えられ

てきたのである。 

 

 

 

５．課題と対応 

 

a) 脅威・課題 

 阿蘇の草原の維持は、農業と生物多様性、景観の観点から欠くことのできない重要

なものであるが、通常の農業活動を通じてこれらの草原を維持することには、今日的

には深刻な課題がある。阿蘇地域における農業の担い手は、基幹的農業従事者数が

5,730 人 4)で、うち 65 歳以上が 50%4)を占めるなど高齢化が進んでいる（農林業 2010

センサス）。 

阿蘇地域では、22,000ha1)もの広大な牧野を活用した放牧が行われてきたが、農業

の機械化や化学肥料の普及、茅葺き屋根の減尐など、農業形態や生活様式の変化に伴

い、集落の大半を占めた耕作農家が農耕用牛馬を必要としなくなり、草原の飼料生産

場としての利用は、畜産業を営む者に限られている。さらに牛肉の輸入自由化などに

よる肉用牛繁殖農家の減尐、高齢化、後継者不足により、畜産用の飼養頭数も伸び悩

んでおり、放牧頭数の減尐とともに牧野組合及び入会権者数も減尐し、草原の放牧利
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用も減っている。 

このため、牧野の維持管理を行う担い手を集落の中で確保することが困難となり、

草原の荒廃が目立つようになっている（図５）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2012 年の熊本県の調査によると、阿蘇地域の 160 の牧野組合の半数以上が 10 年後

に野焼き･輪地切りを継続することに困難を感じている 23)。 

手入れをされない草原が増加すると、イバラ類等の低木が侵入するなど遷移が進行

し、再び草原として利用することが困難となるばかりか、在来の希尐な動植物が抑圧

され、種構成は単純化していく。 

また、管理の行き届かない草原や植林地が増加すると大雨による斜面の崩落が起こ

りやすくなり、崩落が頻発する箇所が目立つようになれば、阿蘇に源を発する水資源

やその恩恵を受ける下流域の人々の生活にも影響を与えかねない。 

さらに、草原は阿蘇にとって農業生産のみならず独特の景観の源にもなっており、

貴重な観光資源としても役立っていることから、草原の喪失が様々な分野へ及ぼす影

響が懸念される。 

 

b) 対応 

 このように、阿蘇の草原は、阿蘇の農業、稀尐な生物多様性、景観と深い関係を持

ち、これらを維持していく上で欠かすことのできない貴重なものであるが、日常の農

業関連活動の中で草原を維持していくことには、今日では困難を伴う。 

最も重要なことは、放牧や採草と行った農業生産の文脈の中で、草原の利用を促進

していくことである。放牧牛、特に阿蘇草原での放牧に適しているあか牛の増頭対策

○明治･大正期【100％】 

（約 140～80 年前） 

 阿蘇山は中岳火口中心部と

根子岳以外は一面の野草地。

外輪山の外側にも野草地が広

がっている。 

○昭和 20 年代【79.5％】 

（約 60～70 年前） 

 阿蘇山周辺の野草地が当時

の白水村、長陽村の南斜面や

火口部、根子岳、杵島岳、高

岳山頂部を中心に樹林化。外

輪山でも北側･西側は変化し

ないが、南側では野草地が大

きく減尐。 

○現代【52.8％】 

阿蘇山の野草地はさらに減尐

し、火口の中心部から 1km～

4km の圏域に島状に樹林地を

含みながら野草地が残ってい

る。 

図５ 土地利用から見た阿蘇の草地の変遷（出典：自然景観地における農耕地･草地の景観保全管
理手法に関する調査研究（(財)国立公園協会、1995 年） 
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は、草原の循環的利用を直接に促すであろう。一方、草地資源を多様な用途に供して

利用していくことも大切となってくる。草資源を使った堆肥による野菜生産は、消費

者からマーケットで評価されるであろう。バイオマス資源としてエネルギー利用する

ことで、低炭素社会の実現につながる。 

次に、牧野組合等による草原管理自体への支援である。調査で明らかになったよう

に、多くの牧野組合は長い目で見れば自らの牧野の管理について不安を感じていると

のことであった。このため、牧野組合ごとに調査を行って牧野カルテを書き、これに

示す方法に従って改善を目指す取り組みは有意義である。マンパワー不足を補うため

のボランティア等の派遣スキームの充実も重要である。 

また、これらの取り組みの中に一般の市民を参加させていくことが必要である。そ

のための環境教育や都市農村交流などが必要となってくるだろう。 

 

 

 

６．具体的な対応方法 

 

a) 世界農業遺産に向けて既に取り組んでいる方策 

 

i) 阿蘇の草原を活用した肉用牛の生産振興 

 熊本県では、放牧を実施している又はこれから放牧を実施する予定の牧野組合に対

して、放牧に必要な資材の導入など、放牧ができる条件整備を推進するとともに、あ

か牛導入の際の助成を行っている。放牧、採草などの利用度が低い牧野組合に対して

は、組合員以外の利用等の調整を図り、草原利用を促進している。 

 また、阿蘇地域内の旅館や飲食店等においてあか牛の利用拡大を図るため、「阿蘇

あか牛肉料理認定制度」を設け、2012 年 3 月現在で 50 店舗が認定されている。 

一方、都市住民が阿蘇の草原を守るための取り組みとして「あか牛オーナー制度」

が取り組まれている。一口 30 万円で 5 年間のあか牛購入の予約代金となる制度であ

り、都市住民があか牛繁殖牛のオーナーとなることにより、定期的にあか牛の畜産物

を産地直送で楽しむことができるとともに、「あか牛を食べると阿蘇の草原が守られ

る」との PR につながっている。 

 

ii) 野草堆肥を活用した農産物の生産 

阿蘇では多くの農家が草原の野草や厩肥から作った堆肥を使用し、水稲や野菜を栽

培している。野草堆肥は草原の草を利用することで草原の維持再生に寄与するのはも

ちろんのこと、土壌微生物が多様化し、養分がゆっくりと供給されることで土壌の構

造が変化し、地力が向上するという利点がある。 

2005 年に設立された「阿蘇草原再生シール生産者の会」では、草原の野草利用の継

続･拡大、草原環境の保全･再生のため、マルチとしての野草利用や、野草堆肥を使っ
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た農産物の栽培を行っている。 

生産した農産物には「阿蘇草原再生シール」を貼付して直売所やイベントでの販売

や産地直送販売を行い、消費者に対して草原を守ることの大切さを普及・啓発してい

る（図６）。 

 

 

 

 

 

 

 

iii) 公益財団法人 阿蘇グリーンストックによるボランティア活動 

 阿蘇グリーンストックでは、九州を中心に全国から野焼き支援ボランティアを募り、

初心者研修を義務付け、人手不足や高齢化によって野焼きや輪地切りの持続が困難な

牧野組合へボランティアを派遣し、野焼き支援や輪地切り活動に協力している（写真

22）。 

市民ボランティアによる草原保全に向けた支

援活動は、都市と農村・行政が連携し草原を守

るというユニークな活動であり、地元からの期

待も大きく、社会的にも大きな反響と評価を得

ている。 

1999 年春、７ヶ所 110 人から始まった野焼き

支援ボランティア活動は、2011 年には 49 ヶ所

に 2300 人を超えるボランティアを派遣するな

ど広がりを見せている 24)。若い参加者の増加

とボランティアリーダーの育成が、今後の課題

である。 

 

 

iv) 希尐野生動植物の保護 

 環境省では、絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律（種の保存法）

に基づき、平成７年にハナシノブを国内希尐野生動植物種に指定し、翌年には保護増

殖事業計画を策定し保護に取り組んでいる。また、本種を特定国内希尐野生動植物種

に指定しており、無許可での販売・譲渡を禁止している。阿蘇くじゅう国立公園にお

いては、特別保護地区及び特別地域の中で採取を禁ずる指定植物として希尐種を指定

し、保護を行っている。 

熊本県においては、1991 年に「熊本県希尐野生動植物の保護に関する条例」を制定

し、希尐野生動植物の生息生育状況の調査・検討を行い、絶滅の恐れが高い野生動植

写真 22 野焼き支援ボランティア 

(写真提供：(公財)阿蘇グリーンストック) 

図６ 阿蘇草原再生シール 
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物 26 種（植物 19 種、動物 7種）を「特定希尐野生動植物」に指定し、保護区内での

採取や捕獲を禁止した。さらに、2004 年に条例を改正し、捕獲・採取等の違反の場合

の罰則を強化し、指定特定希尐野生動植物 40 種と保護区 15 か所を指定した 25)。ま

た、熊本県は自然環境保全に関する基礎資料とするとともに、県民･行政が一体とな

った希尐野生動植物の保護活動への活用を目的として、熊本県版レッドデータブック

を作成した。 

 さらに阿蘇市では、2006 年に「阿蘇市野生動植物保護条例」を制定。植物 11 種、

動物 1種を保護野生動植物に、４地域を保護地域に指定している。南阿蘇村でも 2005

年に「南阿蘇村自然環境保全条例」を制定し、２地域を野生動植物保護地域に指定し

ている。 

 希尐動植物は盗掘・盗採される危険があることから、年間を通して監視員によるパ

トロールが実施されている。 

 

v) 阿蘇草原再生に関する地域全体の取り組み 

i)地元協議会等 

阿蘇の草原保全・再生に関連する取組みを進める「阿蘇草原再生協議会」は 2012

年９月現在 168 団体・法人及び 56 個人で組織されており、地元農林業従事者や学識

経験者、行政等様々な主体が官民あげて共通の認識を持った上で長期的に取組みの連

携を図り、草原の保全再生活動を強化することを目指している。2007 年には阿蘇の草

原を子どもたちの世代へ引き継いでいく新たな仕組みを作っていくための道しるべ

として、阿蘇草原再生全体構想を策定した。 

2010 年には、阿蘇草原再生協議会の支援を目的として、行政、経済界、学界等で「阿

蘇草原再生千年委員会」が発足。阿蘇草原再生募金の呼びかけを行い、3 年間で 1 億

円の募金を目指している。募金はあか牛導入の助成や野焼き放棄地の草原再生、阿蘇

グリーンストックの行う野焼き支援ボランティアの運営管理、生物多様性保全活動等

に活用されている。 

 

ii)熊本県 

畜産振興を通じた草原維持に加えて、熊本県では、2012 年５月に阿蘇草原再生に向

けた「かばしまイニシアティブ」を発表した。この指針に従い、畜産、観光、環境行

政等の施策を通じた草原再生に寄与する取組みに加え、草原の維持・再生に不可欠な

ボランティアの裾野拡大や、活動を継続させるための財源確保、新たな担い手の拡大

や企業ＣＳＲ活動の促進等について、官民一体となった取組みを進めていく。 

県と市町村で構成する財団法人阿蘇地域振興デザインセンターについて、「草原の

維持･再生」を新たな基本事業として追加し、基金を活用した取組みを進めていく。 

 

iii)ＮＰＯ 

阿蘇にはかつて秋の七草の時期に草花の咲き誇る採草地「花野」が存在した。花野
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を復活させ、貴重な動植物を保護するため、利用しなくなった草原のうち希尐種が集

中分布しているホットスポットを NPO が買い上げ、野焼きと採草を行う取組みも行わ

れている。集めた草は県内の農家が購入し、茶草（茶園のマルチ）や野草堆肥として

活用しているほか、大学や関係機関と連携して植生を調査し、トラスト運動の重要性

を啓発している。 

 

 

b）ＧＩＡＨＳの持続性と管理に対する潜在性と機会 

 

i) 「あか牛」の新たな評価基準による放牧振興 

 日本で飼養される黒毛和種が 180 万頭超であることと比較すると、あか牛の飼養頭

数は２万５千頭を下回り極めて希尐である 26)。阿蘇でのあか牛飼養頭数はそのうち

約 9,500 頭と全国の約４割が阿蘇で飼養されている。 

2011 年にあか牛の地位向上を図るため、生産地域の壁を越え、全国の生産者が一体

となってあか牛の全国的な普及を目指す「一般財団法人 全日本あか毛和牛協会」が

設立された。協会では、牛を健康に育てることがおいしい赤身につながるとの考えか

ら、肉質のみならず育て方をも評価の対象とする独自の評価基準を設定している 27)。 

 

ii)牧野組合に対する調査指導 

阿蘇草原再生協議会の構成員である環境省の事業として、専門家と牧野組合員によ

る牧野内の動植物や現在の牧野の実態の調査を実施し、調査結果を元に野草地環境保

全計画(牧野カルテ)を策定しており、良好な野草地環境を保全していくための草原の

利用方針、維持のために必要な項目を提示している。 

また、牧野カルテで明らかになった改善項目から、作業道・防火帯の整備、野焼き

の支障となる草原内の樹林の伐採などの再生事業を年に数カ所ずつ実施し、牧野組合

による草原環境維持活動の支援を行っている。 

 

iii) 草原に関心を持つ人を増やす取り組み 

阿蘇を訪れる観光客は年間約 1700 万人 28)と熊本県の観光客の約３分の１を占め、

九州を代表する観光地となっている。「財団法人 阿蘇地域振興デザインセンター」

では、訪れる人が草原を始めとする農業活動が形作ってきた自然や文化的景観につい

て深く学び、ゆっくり阿蘇の自然や文化を楽しんでもらう「阿蘇カルデラツーリズム」

を提唱している。阿蘇固有の歴史文化や自然環境を保全しながら自然に負荷をかけず

に楽しむエコツーリズム、農村集落を歩き、人々との交流を通して自然や歴史を学び、

農村文化に触れるグリーン・ツーリズムなどを展開している。 

 

iv) 環境学習の場としての活用 

 阿蘇の草原は、地球規模の地殻変動に始まり、火山活動、動植物の生態、人々の暮
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らしなどが関係し合ってできたもので、様々な観点から環境学習の対象として興味深

い要素が詰まっている。 

「阿蘇草原再生協議会」では、地元阿蘇地域の子ども達が草原の成り立ちやその重

要性について学ぶことが今後の草原保全にとって不可欠であるという考えのもと、

「阿蘇草原キッズ･プロジェクト」と題して、地域の小中学校での草原環境学習の普

及を行っている。また、「公益財団法人 阿蘇グリーンストック」では、小中高校生

の修学旅行の受け入れの際、草原と人々の暮らしの関わりの学習やあか牛の世話体験

などを通じて阿蘇の草原を理解し、愛着を持ってもらう取り組みを行っている 29)。 

また、阿蘇地域内には用排水施設の整備・管理や農地の整備を目的とした土地改良

区が５区組織されており、地域ぐるみでの資源の保全管理を行うほか、地域の子ども

たちに対して水質調査や生き物調査などの教育活動等を行っている。 

 

 

c）ＧＩＡＨＳに期待される影響 

i) 国内だけでなく国際的な知名度も高まることから、農業振興や観光振興へ活用し、

相互が連携することで新たな地域の農業を牽引することが期待できる 

ii) 阿蘇の農業の価値が世界レベルであることと認められることにより、経済社会の

変化に伴い継続が難しくなっている草原の維持などの取組みの維持に対する機運

が醸成される 

iii)阿蘇地域が現在取り組んでいる世界文化遺産登録及び世界ジオパーク認定への

弾みとなる 

iv) 認定を契機とし、地域の農林水産物に認証制度を設けるなどの取組みを通した付

加価値の向上が見込まれる 

 

d）地域住民、地域／国家当局及び他の関連利害関係者の動機 

i)地 域 

熊本県及び阿蘇地域の行政機関、農業関係団体、商工観光関係団体等からなる協議

会が 2012 年９月に立ち上げられ、世界農業遺産に向けた活動及び認定の事実を契機

として阿蘇地域を中心とする農業と地域の活性化を図るための取り組みを、県・市町

村・各団体等それぞれ連携して進めていく。 

また、これに先んじて発足した県内の料理人、若手農業者、有識者等による民間勉

強会が、世界農業遺産の認定を通じた、食と農の連携による地域作りや地元食材の活

用に取り組みを始めている。 

 

ii)熊本県及び日本政府 

 熊本県は、草原の再生と利用を通じた地域振興戦略である「かばしまイニシアティ

ブ」を 2012 年に打ち出した。この中で、県の農業政策と並んで、観光、商工業その

他の阿蘇地域の振興施策を連携して進める。 
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政府は、「食料・農業・農村基本計画（平成 22 年 3 月 30 日 閣議決定）」及び「生

物多様性国家戦略 2012-2020（平成 24 年 9 月 28 日閣議決定）」等に基づき、農業政策

や環境政策の観点から施策を推進していく。 
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（付属資料１）システム／サイトの位置図 
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(付属資料２) 阿蘇草原の主な絶滅危惧植物（環境省レッドリスト 2012） 

＊印は日本では阿蘇地域にのみ生育する種 

絶滅危惧ⅠA類(CR) 絶滅危惧ⅠB類(EN) 絶滅危惧Ⅱ類(VU) 準絶滅危惧(NT) 

ハナシノブ＊ 

 

ハナカズラ 

ハナハタザオ 

サワトラノオ 

ムラサキ 

ﾁｮｳｾﾝｶﾒﾊﾞｿｳ＊ 

ツクシコゴメグサ 

ヤツシロソウ＊ 

ﾀｶﾈｺｳﾘﾝｷﾞｸ＊ 

タマボウキ＊ 

ヒメユリ 

ハタベスゲ 

ダイサギソウ 

ササバラン 

ヒナヒゴタイ 

ムカゴソウ 

ノカラマツ 

オグラセンノウ 

ﾏﾂﾓﾄｾﾝﾉｳ＊ 

オキナグサ 

ﾍﾞﾆﾊﾞﾅﾔﾏｼｬｸﾔｸ 

ｺｳﾗｲﾄﾓｴｿｳ 

イヌハギ 

ツクシフウロ＊ 

ヒメノボタン 

ミシマサイコ 

シムラニンジン 

ノジトラノオ 

ヒメナエ 

ケルリソウ＊ 

ロクオンソウ 

フナバラソウ 

カイジンドウ 

キセワタ 

ゴマクサ 

ツクシトラノオ＊ 

ﾂｸｼｸｶﾞｲｿｳ＊ 

バアソブ 

キキョウ 

ヤブヨモギ 

ヒゴシオン＊ 

シオン 

ヒゴタイ 

ホソバオグルマ 

タカサゴソウ 

ミコシギク 

アソタカラコウ＊ 

ヒメヒゴタイ 

エヒメアヤメ 

ﾏｲﾂﾞﾙﾃﾝﾅﾝｼｮｳ 

ツクシテンツキ 

ハタベカンガレイ 

ミズトンボ 

 

ﾐﾁﾉｸﾌｸｼﾞｭｿｳ 

タコノアシ 

サクラソウ 

ムラサキセンブリ 

スズサイコ 

ﾑﾗｻｷﾐﾐｶｷｸﾞｻ 

アソノコギリソウ 

ヒロハヤマヨモギ 

クジュウツリスゲ 

エビネ 

サギソウ 

トキソウ 

ノヒメユリ 

ゴマノハグサ 

1 種 15 種 37 種 14 種 

 



付属資料 3

List of Biodiversity（生物多様性のリスト）

EX:Extinct  EW:Extinct in the wild  CR:Critically endangered  EN:Endangered  VU:Vulnerable NT:Near Threated 
DD:Data Deficient　CS:Careful Species
EX:絶滅  EW:野生絶滅  CR:絶滅危惧ⅠA類  EN:絶滅危惧ⅠB類  VU:絶滅危惧Ⅱ類　NT:準絶滅危惧  DD:データ不足

Kumamoto
熊本県RDB

Japan
環境省RDB

鳥類 Ardeidae サギ Egretta eulophotes (Swinhoe,1860) カラシラサギ DD NT

Aves Egretta intermedia intermedia (Wagler,1829) チュウサギ NT NT

Gorsachius goisagi (Temminck,1835) ミゾゴイ EN VU

Ixobrychus sinensis sinensis (Gmelin,1789) ヨシゴイ EN NT

Threskiornithidae トキ Platalea minor Temminck & Schlegel,1849 クロツラヘラサギ EN EN

Anatidae カモ Anas formosa Georgi,1775 トモエガモ NT VU

Accipitridae タカ Accipiter gentilis fujiyamae (Swann & Hartert,1923) オオタカ NT NT

Accipitergularisgularis (Temminck& Schlegel,1844) ツミ DD

Aquila chrysaetos japonica Severtzov,1888 イヌワシ CR EN

Butastur indicus (Gmelin,1788) サシバ VU VU

Buteo buteo japonicus Temminck & Schlegel,1844 ノスリ LP

Circus spilonotus spilonotus Kaup,1847 チュウヒ EN EN

Pernis apivorus orientalis Taczanowski,1891 ハチクマ VU NT

Spizaetus nipalensis orientalis Temminck & Schlegel,1844 クマタカ VU EN

Rallidae クイナ Porzanafuscaerythrothorax (Temminck& Schlegel,1849) ヒクイナ NT NT

Scolopacidae シギ Gallinago hardwickii (Gray,1831) オオジシギ VU NT

Gallinagosolitariajaponica (Bonaparte,1856) アオシギ DD

Strigidae フクロウ Asioflammeusflammeus(Pontoppidan,1763) コミミズク NT

Ninox scutulata japonica (Temminck & Schlegel,1845) アオバズク VU

Otus lempiji semitorques Temminck & Schlegel,1844 オオコノハズク DD

Otus scops japonicus Temminck & Schlegel,1844 コノハズク VU

Strix uralensis fuscescens Temminck & Schlegel,1847 キュウシュウフクロウ VU

Caprimulgidae ヨタカ Caprimulgus indicus jotaka Temminck & Schlegel,1844 ヨタカ EN NT

Coraciidae ブッポウソウ Eurystomus orientalis calonyx Sharpe,1890 ブッポウソウ EN EN

Pittidae ヤイロチョウ Pitta brachyura nympha Temminck & Schlegel,1850 ヤイロチョウ EN EN

Campephagidae サンショウクイ Pericrocotus divaricatus divaricatus (Raffles,1822) サンショウクイ VU VU

Laniidae モズ Lanius cristatus lucionensis Linnaeus,1766 シマアカモズ CS

Muscicapidae ヒタキ Ficedula narcissina narcissina (Temminck,1835) キビタキ CS

Muscicapa dauurica dauurica Pallas,1811 コサメビタキ VU

Monarchidae カササギヒタキ Terpsiphone atrocaudata atrocaudata (Eyton,1839) サンコウチョウ CS

Emberizidae ホオジロ Emberizafucatafucata Pallas,1776 ホオアカ LP

Emberiza yessoensis yessoensis (Swinhoe,1874) コジュリン CR VU

Corvidae カラス Nucifraga caryocatactes japonica Hartert,1897 ホシガラス DD

Fringillidae アトリ Eophona migratoria migratoria Hartert,1903 コイカル CS

Cettiidae ウグイス Acrocephalusbistrigicep bistrigiceps Swinhoe,1860 コヨシキリ VU

Phylloscopus borealis xanthodryas (Swinhoe,1863) メボソムシクイ VU

Cuculidae カッコウ Cuculus canorus telephonusHeine,1863 カッコウ CS

Alcedinidae カワセミ Halcyon coromanda major (Temminck & Schlegel,1848) アカショウビン EN

Phasianidae キジ Coturnixjaponica (Temminck& Schlegel,1849) ウズラ DD VU

Syrmaticussoemmerringii soemmerringii(Temminck,1830) アカヤマドリ NT NT

Motacillidae セキレイ Anthus hodgsoni hodgsoni Richmond,1907 ビンズイ LP

Rostratulidae タマシギ Rostratula benghalensis benghalensis (Linnaeus,1758) タマシギ NT VU

Charadriidae チドリ Vanellus cinereus (Blyth,1842) ケリ CS DD

Turdidae ツグミ Erithacus akahige akahige (Temminck,1835) コマドリ EN

Turdus cardis Temminck,1831 クロツグミ EN

Hirundinidae ツバメ Hirundodauricajaponica Temminck& Schlegel,1844 コシアカツバメ VU

Gruidae ツル Grus vipio Pallas,1811 マナヅル VU VU

Falconidae ハヤブサ Falco peregrinus japonensis Gmelin,1788 ハヤブサ CS VU

昆虫類 Coenagrionidae イトトンボ Ceriagrion nipponicum ベニイトトンボ NT NT

Insect Ceriagrionmelanurum キイトトンボ NT

Cercionsiebold オオイトトンボ CS

Platycnemididae モノサシトンボ Platycnemis  foliacea  sasakii グンバイトンボ EN NT

ムカシヤンマ Tanypteryx pryeri ムカシヤンマ VU

Calopterygidae カワトンボ Calopteryx japonica アオハダトンボ NT NT

Mnais nawai オオカワトンボ NT

Gomphidae サナエトンボ Asiagomphus pryeri キイロサナエ VU NT

Nihonogomphus viridis アオサナエ NT

Trigomphus citimus タベサナエ NT NT

Epophthalmiinae エゾトンボ Somatochlora   clavata ハネビロエゾトンボ EN VU

Somatochlora   viridiaenea エゾトンボ CR

Libellulidae トンボ Nannophya  pygmaea ハッチョウトンボ VU

Epiophlebiidae ムカシトンボ Epiophlebiasuperste ムカシトンボ CS

Megapodagrionidae ヤマイトトンボ Rhipidolestes aculeatus yakusimensis ヤクシマトゲオトンボ CS

Trigonidiidae ヒバリモドキ Pteronemobius yezoensis エゾスズ DD

Trigonidium cicindeloides クロヒバリモドキ DD

Belostomatidae コオイムシ Diplonychus japonicus コオイムシ NT NT

Lethocerus deyrollei タガメ CR VU

Cicincelidae ハンミョウ Cicindela gemmata aino アイヌハンミョウ NT NT

Cylindera gracilis ホソハンミョウ DD VU

Rhaphidophoridae カマドウマ Anoplophilus spp. クチキウマ属spp.（九州脊梁山地産） VU

Neotachycinesasoens アソキマダラウマ NT

Meconematidae ササキリモドキ Leptoteratura albicornis ヒメツユムシ DD

Class
分類

Category  カテゴリー
Name  和名Scientific Name  学名Family　科 
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Kumamoto
熊本県RDB

Japan
環境省RDB

Class
分類

Category  カテゴリー
Name  和名Scientific Name  学名Family　科 

Nipponomeconema musashiense ムサシセモンササキリモドキ VU

Tettigoniopsis kurodakensis クロダケササキリモドキ VU

Carabidae オサムシ Calosoma maximowiczi クロカタビロオサムシ NT

Carabus tuberculosus セアカオサムシ VU NT

Halipliplidae コガシラミズムシHaliplus eximius キイロコガシラミズムシ CR VU

Haliplus japonicus チビコガシラミズムシ CR

Haliplus sharpi マダラコガシラミズムシ CR VU

Dytiscidea ゲンゴロウ Agabus browni チャイロマメゲンゴロウ VU

Copelatus zimmermanni チンメルマンセスジゲンゴロウ CR

Copelatus weymarni ホソセスジゲンゴロウ NT

Cybister brevis クロゲンゴロウ EN NT

Cybister japonicus オオゲンゴロウ CR

Cybister tripunctatus orientalis コガタノゲンゴロウ CR VU

Graphodes adamsii マルガタゲンゴロウ CR VU

Hydaticus bowringi シマゲンゴロウ VU NT

Laccophilus kobensis コウベツブゲンゴロウ VU NT

Platambus nakanei クロマメゲンゴロウ EN

Platambus insolitus コクロマメゲンゴロウ CR

Platambus sawadai サワダマメゲンゴロウ EN

Sandracottus hunteri オオマダラゲンゴロウ DD

Gyrinidae ミズスマシ Gyrinus curtus コミズスマシ CR EN

Gyrinus gestroi ヒメミズスマシ CR EN

Orectochilus punctipennis コオナガミズスマシ CR VU

Orectochilus agilis ツマキレオナガミズスマシ CR VU

Hydraenidae ダルマガムシ Ochthebius nakanei ナカネダルマガムシ CR

Hydrophilidae ガムシ Berosus pulchellus ホソゴマフガムシ EN

Enochrus subsignatus マルヒラタガムシ VU NT

Hydrochara affinis コガムシ VU DD

Laccobius fragilis ヒメシジミガムシ NT

Lucanidae クワガタムシ Dorcus hopei オオクワガタ VU VU

Nipponodorcus montivagus adachii キュウシュウヒメオオクワガタ NT

Platycerus delicatulus delicatulus ルリクワガタ NT

Platycerus sugitai ニセコルリクワガタ NT

Geotrupidae センチコガネ Bolbocerosoma nigroplagiatum ムネアカセンチコガネ VU

Scarabaeidae コガネムシ Copris ochus ダイコクコガネ VU VU

Eophileurus chinensis chinensis コカブトムシ NT

Ochodaeus maculatus maculatus アカマダラセンチコガネ NT

Osmoderma opicum オオチャイロハナムグリ VU NT

Poecilophilides rusticola アカマダラコガネ VU DD

Protaetia lenzi キョウトアオハナムグリ DD

Rhomborrhina polita クロカナブン NT

Buprestidae タマムシ Agrilus marcopoli ulmi アオナガタマムシ VU

Eurythyrea tenuistriata アオタマムシ DD

Scintillatrix pretiosa inexpecta キンヘリタマムシ九州亜種 VU

Chrysochroa fulgidissima fulgidissima ヤマトタマムシ NT

Cerambycidae カミキリムシ Acalolepta degener ヒメビロウドカミキリ VU NT

Akajimatora bella アカジマトラカミキリ NT

Asaperdaagapanthin シナノクロフカミキリ NT

Chloridolum thaliodes オオアオカミキリ NT

Chloridolum viride ミドリカミキリ VU

Corymbia igai イガブチヒゲハナカミキリ NT

Eutetrapha sedecimpunctata australis キュウシュウシナカミキリ NT

Glenea centroguttata イッシキキモンカミキリ VU

Macropidonia japonica shikokensis シコクヒメコブハナカミキリ NT

Merionoeda hirsuta スネケブカヒロコバネカミキリ DD

Necydalis solida オオホソコバネカミキリ NT

Ohbayashia nigromarginata rufoflava キュウシュウヘリグロホソハナカミキリ NT

Olenecamptus clarus ムネホシシロカミキリ NT

Pachypidonia bodemeyeri ヒゲブトハナカミキリ NT

Pachyta erebia キベリカタビロハナカミキリ CR

Pyrestes nipponicus クスベニカミキリ NT

Stenocorus coeruleipennis フタコブルリハナカミキリ NT

Stenygrinum quadrinotatum ヨツボシカミキリ VU EN

Thyestilla gebleri アサカミキリ DD VU

Tengius kurosawai キュウシュウオオクボカミキリ NT

Xylotrechus chinensis トラフカミキリ VU

Xenophyrama purpureum ムナコブハナカミキリ NT

Tenebrionidae ゴミムシダマシ Misolampidius sobosanus ソボトゲヒサゴゴミムシダマシ DD

Elateridae コメツキムシ Selatosomus onerosus トラフコメツキ DD

Coccinellidae テントウムシ Callicaria superba ハラグロオオテントウ NT

Rhynchophoridae オサゾウムシ Cryptoderma fortunei オオシロオビゾウムシ DD

Lampyridae ホタル Hotaria parvula ヒメボタル NT

Luciola lateralis ヘイケボタル NT

Acrididae バッタ Mecosteyhusparapleuru イナゴモドキ NT

Gryllidae コオロギ Loxoblemmus aomoriensis タンボオカメコオロギ DD

Loxoblemmus magnatus オオオカメコオロギ DD

Phaneropteridae ツユムシ Ducetiaunzenens ウンゼンツユムシ NT
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Japan
環境省RDB

Class
分類

Category  カテゴリー
Name  和名Scientific Name  学名Family　科 

Phaneropteranigroantennat アシグロツユムシ DD

Euscyrtusjaponicu カヤコオロギ NT

Cicadidae セミ Terpnosia nigricosta エゾハルゼミ NT

Ledridae ミミズク Tituria angulata ヒラタミミズク NT

Erotylidae オオキノコムシ Encaustes praenobilis オオキノコムシ NT

Pyrochroidae アカハネムシ Tosadendroides okamotoi オカモトツヤアナハネムシ DD

Anthicidae アリモドキ Neostereopalpus kyushuensis ヒゴケナガクビボソムシ DD

Halictidae コハナバチ Lasioglossum algirum ケブカアオコハナバチ（仮称） DD

Lasioglossum simplicior シャンハイチビコハナバチ（仮称） DD

Helotidae オオキスイムシ Helota cereopunctata ミドリオオキスイ DD

Cucujidae ヒラタムシ Cucujus mniszechi ルリヒラタムシ NT

Lymantriidae ドクガ Euproctistorasa トサンドクガ NT

Noctuidae ヤガ Catocaladul オニベシタバ NT

Catocalacolumbin ナマリキシタバ NT

Orthosiayoshizak ヒゴキリガ DD

Epicopeiidae アゲハモドキガ Schistomitrafunerali フジキオビ DD

Pieridae シロチョウ Leptidea amurensis ヒメシロチョウ VU EN

Lycaenidae シジミチョウ Araragi enthea オナガシジミ VU

Artopoetes pryeri ウラゴマダラシジミ NT

Chrysozephyrus brillantinus アイノミドリシジミ NT

Chrysozephyrus hisamatsusanus ヒサマツミドリシジミ EN

Chrysozephyrus smaragdinus メスアカミドリシジミ NT

Favonius jezoensis エゾミドリシジミ NT

Favonius saphirinus ウラジロミドリシジミ VU

Favonius ultramarinus ハヤシミドリシジミ VU

Favoniusoriental オオミドリシジミ CS

Favonius yuasai クロミドリシジミ VU

Fixseniaw-albumfenton カラスシジミ CS

Iratsume orsedice ウラクロシジミ DD

Japonicalute アカシジミ CS

Maculinea teleius daisensis ゴマシジミ（中国・九州亜種） EN EN

Neozephyrus japonicus ミドリシジミ VU

Shijimiaeoides divina asonis オオルリシジミ VU EN

Shijimia moorei ゴイシツバメシジミ CR CR

Sibataniozephyrus fujisanus フジミドリシジミ NT

Strymonidia mera ミヤマカラスシジミ VU

Tongeia fischeri クロツバメシジミ
（西日本亜種） CR NT

Ussuriana stygiana ウラキンシジミ NT

Wagimo signatus ウラミスジシジミ VU

Zizina emelina シルビアシジミ CR EN

Satyridae ジャノメチョウ Lethe marginalis クロヒカゲモドキ VU EN

Hesperiidae セセリチョウ Bibasis aquilina chrysaeglia キバネセセリ NT

Nymphalidae タテハチョウ Argyronome laodice japonica ウラギンスジヒョウモン CS VU

Fabriciana nerippe オオウラギンヒョウモン VU CR

Kirinia ｆ entoni キマダラモドキ VU NT

Lethesicel ヒカゲチョウ VU

Neptis philyra excellens ミスジチョウ NT

Neptis pryeri setoensis ホシミスジ NT

Sasakia charonda オオムラサキ CS NT

クモ類 Ctenizidae トタテグモ Ummidia fragaria(Dönitz,1887) キノボリトタテグモ NT NT

arachnid Liphistiidae ハラフシグモ Heptatera higoensis Haupt,1983 ヒゴキムラグモ NT

Zodariidae ホウシグモ Asceua japonica(Bösenberg & Strand,1906) ドウシグモ DD DD

両生類 Hynobiidae サンショウウオ Hynobius boulengeri (Thompson,1912) オオダイガハラサンショウウオ CR VU

Amphibia Hynobius dunni Tago,1931 オオイタサンショウウオ EN VU

Hynobius naevius (Schlegel,1838) ブチサンショウウオ NT NT

Hynobius nebulosus nebulosus (Schlegel,1838) カスミサンショウウオ NT VU

Hynobius stejnegeri Dunn,1923 ベッコウサンショウウオ VU VU

Hynobiusyatsui Oyama,1947 コガタブチサンショウウオ NT NT

Cryptobranchidae
オオサンショウ
ウオ

Megalobatrachus japonicus (Temminch,1837) オオサンショウウオ DD VU

Salamandridae イモリ Cynops pyrrhogaster pyrrhogaster (Boie,1826) イモリ NT

Bufonidae ヒキガエル Bufo japonicus japonicus Schlegel,1838 ニホンヒキガエル NT

Ranidae アカガエル Rana japonica japonica Gunther,1858 ニホンアカガエル NT

Rana nigromaculata Hallowell,1860 トノサマガエル NT NT

Rana ornativentris Werner,1904 ヤマアカガエル NT

Rana tagoi tagoi Okada,1928 タゴガエル NT

Rhacophoridae アオガエル Buergeria buergeri (Schlegel,1838) カジカガエル NT

魚類 Amblycipitidae アカザ Liobagrus reini Hilgendorf アカザ EX VU

Fin Cottidae カジカ Cottus kazika Jordan et Starks カマキリ（アユカケ） EX

Cottus pollux Gunther カジカ（大卵型；河川陸封型） CR+EN

Cottus reinii Hilgendorf
ウツセミカジカ
（カジカ小卵型；両側回遊型） CR+EN

Bagridae ギギ Pseudobagrus aurantiacus （Temminck et Schlegel ） アリアケギバチ VU NT

Petromyzontidae ヤツメウナギ Lethenteron reissneri （Dybowski ） スナヤツメ NT

Percichthyidae スズキ Coreoperca kawamebari （Temminck et Schlegel ） オヤニラミ VU

Cyprinidae コイ Acheilognathus tabira subsp.2 セボシタビラ NT VU

Acheilognathus rhombeus(Temminck et Schlegel) カネヒラ NT

Rhodeus atremius atremius(Jordan et Thompson) カゼトゲタナゴ NT VU

30



付属資料 3

Kumamoto
熊本県RDB

Japan
環境省RDB

Class
分類

Category  カテゴリー
Name  和名Scientific Name  学名Family　科 

Rhodeus ocellatus kurumeus （ Jordan et Thompson ） ニッポンバラタナゴ CR+EN CR

Sarcocheilichthys variegatus variegatus(Temminck et Schlegel) カワヒガイ NT

Tanakia lanceolata(Temminck et Schlegel) ヤリタナゴ NT

Tanakia limbata(Temminck et Schlegel) アブラボテ NT

Cobitidae ドジョウ Cobitis sp.2 subsp.3 スジシマドジョウ
小型種九州型 CS

Syngnathidae ヨウジウオ Hippichthys （Parasyngnathus ） penicillus （Cantor ） ガンテンイシヨウジ CS

Microphis （Oostethus ） brachyurus brachyurus （Bleeker ） テングヨウジ CS

Gobiidae ハゼ Acanthogobius lactipes （Hilgendorf ） アシシロハゼ CS

Acentrogobius pflaumii （Bleeker ） スジハゼ CS

Awaous ocellaris （Broussonet ） ミナミハゼ CS

Chaenogobius castaneus (O'Shaughnessy) ビリンゴ CS

Chaenogobius sp.1 スミウキゴリ CS

Eleotris melanosoma Bleeker オカメハゼ CS

Leucopsarion petersii Hilgendorf シロウオ CS NT

Oligolepis acutipennis （Valenciennes ） ノボリハゼ CS

Oligolepis stomias （ Smith ） クチサケハゼ CS

Redigobius bikolanus (Herre) ヒナハゼ CS

Rhinogobius sp. CO ルリヨシノボリ CS

Sicyopterus japonicus （Tanaka ） ボウズハゼ CS

Taenioides cirratus （Blyth ） チワラスボ CS

Taenioides rubicundus （Hamilton ） ワラスボ CS

Tridentiger barbatus （Gunther ） ショウキハゼ CS

Triacanthidae ギマ Triacanthus biaculeatus （Bloch ） ギマ CS

哺乳類 Soricidae トガリネズミ Chimarrogale platycephala (Temminck,1842) カワネズミ NT LP

Mammalia Crocidura dsinezumi (Temminck,1842) ニホンジネズミ CS

Muridae ネズミ Eothenomys smithii (Thomas,1905) スミスネズミ CS

Micromys minutus (Pallas,1771) カヤネズミ NT

Microtus mantebelli (Milne-Edwards,1872) ハタネズミ CS

Talpidae モグラ Dymecodon pilirostris True,1886 ヒメヒミズ CR

Molossidae オヒキコウモリ Tadarida insignis (Blyth,1861) オヒキコウモリ DD VU

Rhinolophidae キクガシラコウモリ Rhinolophus cornutus Temminck,1835 コキクガシラコウモリ NT

Vespertilionidae ヒナコウモリ Miniopterus fuliginosus (Hodgson,1835) ユビナガコウモリ CS

Murina hilgendorfi (Peters,1880) テングコウモリ VU

Murina ussuriensis Ognev,1913 コテングコウモリ VU

Myotis macrodactylus (Temminck,1840) モモジロコウモリ NT

Myotis nattereri (Kuhl,1817) ノレンコウモリ EN

Myotis pruinosus Yoshiyuki,1971 クロホオヒゲコウモリ CR VU

Nyctalus aviator Thomas,1911 ヤマコウモリ VU VU

Vespertilio superans Thomas,1880 ヒナコウモリ VU

Sciuridae リス Petaurista leucogenys (Temminck,1827) ムササビ NT

Pteromys momonga Temminck,1844 ニホンモモンガ EN

Gliridae ヤマネ Glirulus japonicus (Schinz,1845) ヤマネ VU

Mustelidae イタチ Meles meles (Linnaeus,1758) アナグマ CS

Mustela itatsi  Temminck,1844 イタチ NT

Canidae イヌ Canis lupus （Linnaeus,1758 ） オオカミ EX EX

Bovidae ウシ Capricornis crispus (Temminck,1845) カモシカ EN LP

Ursidae クマ Selenarctos thibetanus(Cuvier,1823) ツキノワグマ EW LP

爬虫類 Geoemydidae イシガメ Mauremys japonica (Temminck et Schlegel,1835) イシガメ NT

Reptilia Colubridae ナミヘビ Achalinus spinalis Peters,1869 タカチホヘビ NT

Dinodon orientalis (Hilgendorf,1880) シロマダラ NT

貝類 Helicinidae ヤマキサゴ Waldemaria japonica (A. Adams, 1861) ヤマキサゴ CR

Shellfish Camaenidae ナンバンマイマイNipponochloritis osumiensis (Pilsbry & Hirase, 1904) オオスミビロウドマイマイ CR NT

Nipponochloritis fragosus Minato, 1983 オオウスビロウドマイマイ CR VU

Satsuma (Satsuma) myomphala myomphala (Martens, 1865) コベソマイマイ NT

Buliminidae
キセルガイモド
キ

Mirus reinianus (Kobelt, 1875) キセルガイモドキ VU

Clausiliidae キセルガイ Vastina (Mesophaedusa) viridiflava (Boettger, 1877) アメイロギセル NT

Vastina (Vastina) okimodoki Minato & Tada, 1990 オキモドキギセル DD NT

Mesophaedusacymatodes(Pilsbry,1905) ナミハダギセル DD

Tyrannophaedusa (Decolliphaedusa) pilsbryana (Ancey, 1904) ピルスブリギセル DD

Pinguiphaedusa tosana tosana (Pilsbry, 1901) トサギセル CS NT

Pinguiphaedusa awajiensis (Pilsbry, 1900) アワジギセル CS

Diplommatinidae ゴマガイ Arinia japonica Pilsbry & Hirase, 1903 シリブトゴマガイ DD VU

Arionidae オオコウラナメクジ Nipponarion carinatus Yamaguchi & Habe, 1955 オオコウラナメクジ DD NT

植物 Psilotaceae ﾏﾂﾊﾞﾗﾝ Psilotum nudum ﾏﾂﾊﾞﾗﾝ EN NT

Plants Lycopodiaceae ﾋｶｹﾞﾉｶｽﾞﾗ Lycopodium obscurum ﾏﾝﾈﾝｽｷﾞ NT

Lycopodium sieboldii ﾋﾓﾗﾝ VU EN

維管束植物 Hymenophyllaceae ｺｹｼﾉﾌﾞ Lacosteopsis orientalis var. abbreviata ﾋﾒﾊｲﾎﾗｺﾞｹ NT

Vascular Isoetaceae ﾐｽﾞﾆﾗ Isoetes sinensis ｼﾅﾐｽﾞﾆﾗ CR NT

Plants Vittariaceae ｼｼﾗﾝ Antrophyum obovatum ﾀｷﾐｼﾀﾞ CR EN

Blechnaceae ｼｼｶﾞｼﾗ Struthiopteris amabilis ｵｻｼﾀﾞ NT

（シダ植物） Dryopteridaceae ｵｼﾀﾞ Dryopteris pycnopteroides ﾜｶﾅｼﾀﾞ EN
(Pteridophyta) Dryopteris tokyoensis ﾀﾆﾍｺﾞ NT

Woodsiaceae ｲﾜﾃﾞﾝﾀﾞ Athyrium kirisimaense ｷﾘｼﾏﾍﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾞ EN

Athyrium tashiroi ｳｽﾊﾞﾍﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾞ EN

Athyrium strigillosum ｺﾓﾁｲﾇﾜﾗﾋﾞ CR EN

Cornopteris hakonensis ﾊｺﾈｼｹﾁｼﾀﾞ VU

Deparia otomasui ｱｿｼｹｼﾀﾞ VU EN
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Woodsia macrochlaena ｺｶﾞﾈｼﾀﾞ VU

Woodsia manchuriensis ﾌｸﾛｼﾀﾞ VU

Polypodiaceae ｳﾗﾎﾞｼ Lepisorus annuifrons ﾎﾃｲｼﾀﾞ NT

（種子植物） Pinaceae ﾏﾂ Picea polita ﾊﾘﾓﾐ VU
(Magnoliophyta) Salicaceae ﾔﾅｷﾞ Salix integra ｲﾇｺﾘﾔﾅｷﾞ VU

Salix subopposita ﾉﾔﾅｷﾞ NT

Urticaceae ｲﾗｸｻ Lecanthus peduncularis ﾁｮｸｻﾞｷﾐｽﾞ VU EN

Pilea hamaoi ﾐｽﾞ DD

Polygonaceae ﾀﾃﾞ Bistorta major var. japonica ｲﾌﾞｷﾄﾗﾉｵ NT

Persicaria makinoi ｵｵﾈﾊﾞﾘﾀﾃﾞ DD

Persicaria taquetii ﾇｶﾎﾞﾀﾃﾞ DD VU

Caryophyllaceae ﾅﾃﾞｼｺ Lychnis kiusiana ｵｸﾞﾗｾﾝﾉｳ EN VU

Lychnis sieboldii ﾏﾂﾓﾄｾﾝﾉｳ EN VU

Moehringia trinervia ﾀﾁﾊｺﾍﾞ EN VU

Pseudostellaria heterophylla ﾜﾀﾞｿｳ VU

Ranunculaceae ｷﾝﾎﾟｳｹﾞ Aconitum ciliare ﾊﾅｶｽﾞﾗ CR EN

Adonis multiflora ﾐﾁﾉｸﾌｸｼﾞｭｿｳ VU NT

Anemone keiskeana ﾕｷﾜﾘｲﾁｹﾞ NT

Anemone raddeana ｱｽﾞﾏｲﾁｹﾞ EN

Caltha palustris var. nipponica ﾘｭｳｷﾝｶ VU

Dichocarpum trachyspermum ﾄｳｺﾞｸｻﾊﾞﾉｵ NT

Pulsatilla cernua ｵｷﾅｸﾞｻ VU VU

Thalictrum actaefolium ｼｷﾞﾝｶﾗﾏﾂ NT

Thalictrum filamentosum var. tenurum ﾐﾔﾏｶﾗﾏﾂ EN

Thalictrum simplex var. brevipes ﾉｶﾗﾏﾂ VU VU

Ceratophyllaceae ﾏﾂﾓ Ceratophyllum demersum ﾏﾂﾓ VU

Berberidaceae ﾒｷﾞ Epimedium grandiflorum var. higoense ﾋｺﾞｲｶﾘｿｳ NT

Saururaceae ﾄﾞｸﾀﾞﾐ Saururus chinensis ﾊﾝｹﾞｼｮｳ NT

Aristolochiaceae ｳﾏﾉｽｽﾞｸｻ Aristolochia kaempferi ｵｵﾊﾞｳﾏﾉｽｽﾞｸｻ NT

Asarum misandrum ｱｿｻｲｼﾝ CR

Asiasarum dimidiatum ｸﾛﾌﾈｻｲｼﾝ NT NT

Paeoniaceae ﾎﾞﾀﾝ Paeonia obovata ﾍﾞﾆﾊﾞﾅﾔﾏｼｬｸﾔｸ CR VU

Actinidiaceae ﾏﾀﾀﾋﾞ Actinidia hypoleuca ｳﾗｼﾞﾛﾏﾀﾀﾋﾞ NT

Guttiferae ｵﾄｷﾞﾘｿｳ Hypericum ascyron ﾄﾓｴｿｳ CR

Hypericum ascyron var. longistylum ｺｳﾗｲﾄﾓｴｿｳ EN VU

Hypericum sampsonii ﾂｷﾇｷｵﾄｷﾞﾘ CR EN

Papaveraceae ｹｼ Corydalis raddeana ﾅｶﾞﾐﾉﾂﾙｷｹﾏﾝ CS NT

Hylomecon japonicum ﾔﾏﾌﾞｷｿｳ VU

Brassicaceae ｱﾌﾞﾗﾅ Dontostemon dentatus ﾊﾅﾊﾀｻﾞｵ EX CR

Draba nemorosa ｲﾇﾅｽﾞﾅ NT

Rorippa cantoniensis ｺｲﾇｶﾞﾗｼ VU NT

Menyanthaceae ﾐﾂｶﾞｼﾜ Menyanthes trifoliata ﾐﾂｶﾞｼﾜ EX

Crassulaceae ﾍﾞﾝｹｲｿｳ Hylotelephium viride ｱｵﾍﾞﾝｹｲ NT

Meterostachys sikokianus ﾁｬﾎﾞﾂﾒﾚﾝｹﾞ CR VU

Saxifragaceae ﾕｷﾉｼﾀ Mitella pauciflora ｺﾁｬﾙﾒﾙｿｳ EN

Parnassia foliosa var. nummularia ｼﾗﾋｹﾞｿｳ NT

Peltoboykinia watanabei ﾜﾀﾅﾍﾞｿｳ EN VU

Penthorum chinense ﾀｺﾉｱｼ VU NT

Ribes ambiguum ﾔｼｬﾋﾞｼｬｸ VU NT

Saxifraga fortunei var. incisolobata ﾀﾞｲﾓﾝｼﾞｿｳ NT

Saxifraga sendaica ｾﾝﾀﾞｲｿｳ VU NT

Rosaceae ﾊﾞﾗ Chaenomeles japonica ｸｻﾎﾞｹ CR

Filipendula multijuga ｼﾓﾂｹｿｳ EN

Potentilla dickinsii ｲﾜｷﾝﾊﾞｲ VU

Prunus maximowiczii ﾐﾔﾏｻﾞｸﾗ VU

Sanguisorba tenuifolia ﾅｶﾞﾎﾞﾉｼﾛﾜﾚﾓｺｳ VU

Sanguisorba tenuifolia var. purpurea ﾅｶﾞﾎﾞﾉｱｶﾜﾚﾓｺｳ CR

Sorbus alnifolia ｱｽﾞｷﾅｼ NT

Leguminosae ﾏﾒ Cladrastis platycarpa ﾌｼﾞｷ EN

Gleditsia japonica ｻｲｶﾁ VU

Lathyrus quinquenervius ﾚﾝﾘｿｳ VU

Lespedeza tomentosa ｲﾇﾊｷﾞ EN VU

Lespedeza virgata ﾏｷｴﾊｷﾞ NT

Vicia nipponica ﾖﾂﾊﾞﾊｷﾞ NT

Vicia venosa var. cuspidata ｴﾋﾞﾗﾌｼﾞ NT

Wisteria floribunda ﾌｼﾞ VU

Geraniaceae ﾌｳﾛｿｳ Geranium krameri ﾀﾁﾌｳﾛ NT

Geranium shikokianum ｲﾖﾌｳﾛ NT NT

Geranium soboliferum var. kiusianum ﾂｸｼﾌｳﾛ CR VU

Aceraceae ｶｴﾃﾞ Acer nikoense ﾒｸﾞｽﾘﾉｷ NT

Celastraceae ﾆｼｷｷﾞ Euonymus melananthus ｻﾜﾀﾞﾂ NT

Buxaceae ﾂｹﾞ Pachysandra terminalis ﾌｯｷｿｳ NT

Rhamnaceae ｸﾛｳﾒﾓﾄﾞｷ Rhamnus yoshinoi ｷﾋﾞﾉｸﾛｳﾒﾓﾄﾞｷ NT VU

Violaceae ｽﾐﾚ Viola hirtipes ｻｸﾗｽﾐﾚ NT

Viola orientalis ｷｽﾐﾚ NT

Viola rossii ｱｹﾎﾞﾉｽﾐﾚ NT

Viola tokubudhiana Makino var.takedana ﾋﾅｽﾐﾚ VU
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Viola yezoensis ﾋｶｹﾞｽﾐﾚ EN

Viola yezoensis var. asoana ｱｿﾋｶｹﾞｽﾐﾚ CR

Melastomataceae ﾉﾎﾞﾀﾝ Osbeckia chinensis ﾋﾒﾉﾎﾞﾀﾝ EN VU

Lythraceae ﾐｿﾊｷﾞ Rotala leptopetala var. littorea ﾐｽﾞｷｶｼｸﾞｻ CR VU

ﾐｿﾊｷﾞ Rotala pusilla ﾐｽﾞﾏﾂﾊﾞ NT VU

Umbelliferae ｾﾘ Angelica dahurica ｵｵｼｼｳﾄﾞ EN

Angelica ubatakensis ｳﾊﾞﾀｹﾆﾝｼﾞﾝ CR EN

Bupleurum scorzoneraefolium var. stenophyllum ﾐｼﾏｻｲｺ EN VU

Peucedanum terebinthaceum ｶﾜﾗﾎﾞｳﾌｳ CR

Pterygopleurum neurophyllum ｼﾑﾗﾆﾝｼﾞﾝ CR VU

Sanicula tuberculata ﾌｷﾔﾐﾂﾊﾞ CR

Sium sisarum ﾑｶｺﾞﾆﾝｼﾞﾝ NT

Sium suave var. nipponicum ｻﾜｾﾞﾘ CR

Spuriopimpinella calycina ｶﾉﾂﾒｿｳ CR

Diapensiaceae ｲﾜｳﾒ Schizocodon soldanelloides ｲﾜｶｶﾞﾐ NT

Pyrolaceae ｲﾁﾔｸｿｳ Chimaphila japonica ｳﾒｶﾞｻｿｳ NT

Pyrola nephrophylla ﾏﾙﾊﾞﾉｲﾁﾔｸｿｳ VU

Ericaceae ﾂﾂｼﾞ Rhododendron japonicum ﾚﾝｹﾞﾂﾂｼﾞ EW

Rhododendron mucronatum var. ciliatum ｹﾞﾝｶｲﾂﾂｼﾞ VU NT

Rhododendron tschonoskii ｺﾒﾂﾂｼﾞ NT

Primulaceae ｻｸﾗｿｳ Androsace umbellata ﾘｭｳｷｭｳｺｻﾞｸﾗ CR

Lysimachia barystachys ﾉｼﾞﾄﾗﾉｵ CR VU

Lysimachia leucantha ｻﾜﾄﾗﾉｵ CR EN

Lysimachia tanakae ﾐﾔﾏｺﾅｽﾋﾞ NT

Lysimachia vulgaris var. davurica ｸｻﾚﾀﾞﾏ VU

Primula sieboldii ｻｸﾗｿｳ VU NT

Gentianaceae ﾘﾝﾄﾞｳ Swertia pseudochinensis ﾑﾗｻｷｾﾝﾌﾞﾘ VU NT

Swertia swertopsis ｼﾉﾉﾒｿｳ EN VU

Styracaceae ｴｺﾞﾉｷ Styrax obassia ﾊｸｳﾝﾎﾞｸ NT

Loganiaceae ﾏﾁﾝ Mitrasacme indica ﾋﾒﾅｴ CR VU

Asclepiadaceae ｶﾞｶﾞｲﾓ Cynanchum amplexicaule ﾛｸｵﾝｿｳ EN VU

Cynanchum atratum ﾌﾅﾊﾞﾗｿｳ NT VU

Cynanchum nipponicum var. glabrum ﾀﾁｶﾓﾒﾂﾞﾙ NT

Cynanchum paniculatum ｽｽﾞｻｲｺ VU NT

Cynanchum wilfordii ｺｲｹﾏ NT

Rubiaceae ｱｶﾈ Galium kinuta ｷﾇﾀｿｳ VU

Galium pseudo-asprellum ｵｵﾊﾞﾉﾔｴﾑｸﾞﾗ DD

Hedyotis chrysotricha ｺﾊﾞﾝﾑｸﾞﾗ EN EN

Pseudopyxis depressa ｲﾅﾓﾘｿｳ NT

Polemoniaceae ﾊﾅｼﾉﾌﾞ Polemonium kiushianum ﾊﾅｼﾉﾌﾞ CR CR

Boraginaceae ﾑﾗｻｷ Lithospermum erythrorhizon ﾑﾗｻｷ EX EN

Lithospermum zollingeri ﾎﾀﾙｶｽﾞﾗ VU

Trigonotis nakaii ﾁｮｳｾﾝｶﾒﾊﾞｿｳ CR EN

Trigonotis radicans ｹﾙﾘｿｳ CR VU

Verbenaceae ｸﾏﾂﾂﾞﾗ Callicarpa dichotoma ｺﾑﾗｻｷ VU

Labiatae ｼｿ Agastache rugosa ｶﾜﾐﾄﾞﾘ VU

Ajuga ciliata var. villosior ｶｲｼﾞﾝﾄﾞｳ EN VU

Chelonopsis longipes ﾀﾆｼﾞｬｺｳｿｳ NT NT

Chelonopsis moschata ｼﾞｬｺｳｿｳ NT

Leonurus japonicus ﾒﾊｼﾞｷ NT

Leonurus macranthus ｷｾﾜﾀ VU VU

Lycopus lucidus ｼﾛﾈ CR

Mosla japonica ｵｵﾔﾏｼﾞｿ EN NT

Salvia plebeia ﾐｿﾞｺｳｼﾞｭ NT NT

Scutellaria dependens ﾋﾒﾅﾐｷ EN

Scutellaria shikokiana ﾐﾔﾏﾅﾐｷ CR

Solanaceae ﾅｽ Physaliastrum japonicum ｲｶﾞﾎｵｽﾞｷ NT

Physaliastrum savatieri ｱｵﾎｵｽﾞｷ CR VU

Physalis chamaesarachoides ﾔﾏﾎｵｽﾞｷ NT EN

Scrophulariaceae ｺﾞﾏﾉﾊｸﾞｻ Centranthera cochinchinensis ssp. lutea ｺﾞﾏｸｻ VU VU

Deinostema violaceum ｻﾜﾄｳｶﾞﾗｼ DD

Euphrasia insignis ssp. iinumae var. kiusiana ｷｭｳｼｭｳｺｺﾞﾒｸﾞｻ DD

Euphrasia multifolia ﾂｸｼｺｺﾞﾒｸﾞｻ VU EN

Limnophila chinensis ssp. aromatica ｼｿｸｻ CR

Pseudolysimachion kiusianum ﾂｸｼﾄﾗﾉｵ EN VU

Pseudolysimachion linariifolium ﾎｿﾊﾞﾋﾒﾄﾗﾉｵ VU EN

Pseudolysimachion rotundum var. subintegrum ﾔﾏﾄﾗﾉｵ VU

Scrophularia buergeriana ｺﾞﾏﾉﾊｸﾞｻ NT NT

Veronica miqueliana var. takedana ｺｸﾜｶﾞﾀｿｳ NT

Veronica polita var. lilacina ｲﾇﾉﾌｸﾞﾘ EN VU

Veronicastrum sibiricum var. zuccarinii ﾂｸｼｸｶﾞｲｿｳ CR VU

Gesneriaceae ｲﾜﾀﾊﾞｺ Lysionotus pauciflorus ｼｼﾝﾗﾝ VU VU

Orobanchaceae ﾊﾏｳﾂﾎﾞ Phacellanthus tubiflorus ｷﾖｽﾐｳﾂﾎﾞ EN

Lentibulariaceae ﾀﾇｷﾓ Utricularia bifida ﾐﾐｶｷｸﾞｻ NT

Utricularia caerulea ﾎｻﾞｷﾉﾐﾐｶｷｸﾞｻ EN

Utricularia exoleta ﾐｶﾜﾀﾇｷﾓ EX VU

Utricularia uliginosa ﾑﾗｻｷﾐﾐｶｷｸﾞｻ NT NT
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Caprifoliaceae ｽｲｶｽﾞﾗ Lonicera cerasina ｳｽﾊﾞﾋｮｳﾀﾝﾎﾞｸ EN VU

Lonicera mochidzukiana var. nomurana ﾔﾏﾋｮｳﾀﾝﾎﾞｸ EN

Weigela decora ﾆｼｷｳﾂｷﾞ VU

Dipsacaceae ﾏﾂﾑｼｿｳ Dipsacus japonicus ﾅﾍﾞﾅ NT

Adoxaceae ﾚﾝﾌﾟｸｿｳ Adoxa moschatellina ﾚﾝﾌﾟｸｿｳ CR

Campanulaceae ｷｷｮｳ Adenophora pereskiifolia ﾏﾝｼｭｳﾂﾘｶﾞﾈﾆﾝｼﾞﾝ CR

Campanula glomerata var. dahurica ﾔﾂｼﾛｿｳ EN EN

Codonopsis ussuriensis ﾊﾞｱｿﾌﾞ NT VU

Lobelia sessilifolia ｻﾜｷﾞｷｮｳ NT

Platycodon grandiflorum ｷｷｮｳ CR VU

Asteraceae ｷｸ Achillea alpina ssp. subcartilaginea ｱｿﾉｺｷﾞﾘｿｳ CS NT

Artemisia keiskeana ｲﾇﾖﾓｷﾞ NT

Artemisia rubripes ﾔﾌﾞﾖﾓｷﾞ VU VU

Artemisia stolonifera ﾋﾛﾊﾔﾏﾖﾓｷﾞ NT NT

Aster maackii ﾋｺﾞｼｵﾝ EN VU

Aster tataricus ｼｵﾝ VU VU

Atractylodes japonica ｵｹﾗ CR

Cacalia farfaraefolia ｳｽｹﾞﾀﾏﾌﾞｷ NT

Cacalia nipponica ﾂｸｼｺｳﾓﾘｿｳ NT

Cirsium dipsacolepis ﾓﾘｱｻﾞﾐ NT

Cirsium lineare ﾔﾅｷﾞｱｻﾞﾐ EN

Echinops setifer ﾋｺﾞﾀｲ EN VU

Hololeion krameri ｽｲﾗﾝ VU

Hololeion maximowiczii ﾁｮｳｾﾝｽｲﾗﾝ VU

Inula japonica ｵｸﾞﾙﾏ NT

Inula linariaefolia ﾎｿﾊﾞｵｸﾞﾙﾏ CS VU

Ixeris chinensis ssp. strigosa ﾀｶｻｺﾞｿｳ DD VU

Lactuca raddeana ﾁｮｳｾﾝﾔﾏﾆｶﾞﾅ DD

Leucanthemella lineare ﾐｺｼｷﾞｸ EX VU

Ligularia fischeri var. takeyukii ｱｿﾀｶﾗｺｳ NT VU

Miyamayomena savatieri ﾐﾔﾏﾖﾒﾅ DD

Pertya glabrescens ﾅｶﾞﾊﾞﾉｺｳﾔﾎﾞｳｷ CR

Pertya scandens ｺｳﾔﾎﾞｳｷ DD

Saussurea gracilis ﾎｸﾁｱｻﾞﾐ NT

Saussurea japonica ﾋﾅﾋｺﾞﾀｲ EN EN

Saussurea maximowiczii ﾐﾔｺｱｻﾞﾐ VU

Saussurea pulchella ﾋﾒﾋｺﾞﾀｲ EN VU

Saussurea scaposa ｷﾘｼﾏﾋｺﾞﾀｲ NT

Saussurea ussuriensis ｷｸｱｻﾞﾐ CR

Senecio flammeus ﾀｶﾈｺｳﾘﾝｷﾞｸ CR EN

Senecio nemorensis ｷｵﾝ NT

Syneilesis palmata ﾔﾌﾞﾚｶﾞｻ VU

Synurus palmatopinnatifidus ｷｸﾊﾞﾔﾏﾎﾞｸﾁ CR

Taraxacum japonicum ｶﾝｻｲﾀﾝﾎﾟﾎﾟ CR

Taraxacum kiushianum ﾂｸｼﾀﾝﾎﾟﾎﾟ CR VU

Alismataceae ｵﾓﾀﾞｶ Sagittaria aginashi ｱｷﾞﾅｼ NT NT

Hydrocharitaceae ﾄﾁｶｶﾞﾐ Hydrocharis dubia ﾄﾁｶｶﾞﾐ CR NT

Ottelia japonica ﾐｽﾞｵｵﾊﾞｺ VU VU

Vallisneria asiatica ｾｷｼｮｳﾓ NT

Potamogetonaceae ﾋﾙﾑｼﾛ Potamogeton distinctus ﾋﾙﾑｼﾛ NT

Potamogeton fryeri ﾌﾄﾋﾙﾑｼﾛ NT

Liliaceae ﾕﾘ Alectorurus yedoensis ｹｲﾋﾞﾗﾝ NT

Asparagus oligoclonos ﾀﾏﾎﾞｳｷ CR EN

Convallaria keiskei ｽｽﾞﾗﾝ EN

Fritillaria amabilis ﾎｿﾊﾞﾅｺﾊﾞｲﾓ EN NT

Hemerocallis fulva var. longituba ﾉｶﾝｿﾞｳ CR

Lilium callosum ﾉﾋﾒﾕﾘ NT NT

Lilium concolor var. partheneioni ﾋﾒﾕﾘ CR EN

Polygonatum inflatum ﾐﾄﾞﾘﾖｳﾗｸ VU

Polygonatum involucratum ﾜﾆｸﾞﾁｿｳ EN

Tricyrtis hirta ﾎﾄﾄｷﾞｽ VU

Tricyrtis latifolia ﾀﾏｶﾞﾜﾎﾄﾄｷﾞｽ VU

Hypoxidaceae ｷﾝﾊﾞｲｻﾞｻ Hypoxis aurea ｺｷﾝﾊﾞｲｻﾞｻ EN

Iridaceae ｱﾔﾒ Iris rossii ｴﾋﾒｱﾔﾒ CR VU

Juncaceae ｲｸﾞｻ Juncus bufonius ﾋﾒｺｳｶﾞｲｾﾞｷｼｮｳ NT

Juncus yokoscensis ｲﾇｲ VU

Eriocaulaceae ﾎｼｸｻ Eriocaulon cinereum ﾎｼｸｻ NT

Eriocaulon decemflorum var. nipponicum ｲﾄｲﾇﾉﾋｹﾞ VU

Eriocaulon hondoense ﾆｯﾎﾟﾝｲﾇﾉﾋｹﾞ NT

Eriocaulon miquelianum ｲﾇﾉﾋｹﾞ VU

Eriocaulon parvum ｸﾛﾎｼｸｻ CR VU

Eriocaulon sikokianum ｼﾛｲﾇﾉﾋｹﾞ NT

Poaceae ｲﾈ Agropyron humidorum ﾐｽﾞﾀｶﾓｼﾞｸﾞｻ CR VU

Asperella japonica ｲﾜﾀｹｿｳ NT

Asperella longe-aristata ｱｽﾞﾏｶﾞﾔ NT

Calamagrostis autumnalis ｷﾘｼﾏﾉｶﾞﾘﾔｽ NT CR

Eulalia quadrinervis ｳﾝﾇｹﾓﾄﾞｷ VU NT
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Glyceria leptolepis ﾋﾛﾊﾉﾄﾞｼﾞｮｳﾂﾅｷﾞ EN

Hierochloe bungeana ｺｳﾎﾞｳ CR

Lophochloa cristata ﾐﾉﾎﾞﾛ CR

Milium effusum ｲﾌﾞｷﾇｶﾎﾞ NT

Moliniopsis japonica ﾇﾏｶﾞﾔ CR

Araceae ｻﾄｲﾓ Acorus calamus ｼｮｳﾌﾞ NT

Arisaema heterophyllum ﾏｲﾂﾞﾙﾃﾝﾅﾝｼｮｳ EN VU

Sparganiaceae ﾐｸﾘ Sparganium fallax ﾔﾏﾄﾐｸﾘ VU NT

Sparganium stenophyllum ﾋﾒﾐｸﾘ CR VU

Cyperaceae ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ Bulbostylis densa var. capitata ｲﾄﾃﾝﾂｷ NT NT

Carex chrysolepis var. odontostoma ﾐﾔﾏｲﾜｽｹﾞ CR VU

Carex confertiflora ﾐﾔﾏｼﾗｽｹﾞ CR

Carex dickinsii ｵﾆｽｹﾞ VU

Carex duvaliana ｹｽｹﾞ NT

Carex fedia var. miyabei ﾋﾞﾛｰﾄﾞｽｹﾞ NT

Carex fernaldiana ｲﾄｽｹﾞ NT

Carex formosensis ﾀｲﾜﾝｽｹﾞ CS VU

Carex humilis ﾎｿﾊﾞﾋｶｹﾞｽｹﾞ NT

Carex kujuzana ｸｼﾞｭｳﾂﾘｽｹﾞ CR NT

Carex latisquamea ﾊﾀﾍﾞｽｹﾞ EX EN

Carex omiana ﾔﾁｶﾜｽﾞｽｹﾞ VU

Carex papulosa ｴｿﾞﾂﾘｽｹﾞ EN

Carex satsumensis ｱﾌﾞﾗｼﾊﾞ NT

Carex thunbergii ｱｾﾞｽｹﾞ EN

Eleocharis kuroguwai ｸﾛｸﾞﾜｲ NT

Eleocharis tetraquetra ﾏｼｶｸｲ NT

Eleocharis wichurae ｼｶｸｲ NT

Fimbristylis pierotii ﾉﾊﾗﾃﾝﾂｷ CR VU

Fimbristylis stauntonii ﾊﾀｹﾃﾝﾂｷ CR EN

Fimbristylis tashiroana ﾂｸｼﾃﾝﾂｷ NT VU

Rhynchospora chinensis ｲﾇﾉﾊﾅﾋｹﾞ VU

Rhynchospora faberi ｲﾄｲﾇﾉﾊﾅﾋｹﾞ VU

Rhynchospora fujiiana ｺｲﾇﾉﾊﾅﾋｹﾞ NT

Schoenoplectus gemmifer ﾊﾀﾍﾞｶﾝｶﾞﾚｲ EN VU

Schoenoplectus mucronatus var. ishizawae ﾛｯｶｸｲ CR EN

Scirpus fuirenoides ｺﾏﾂｶｻｽｽｷ CR

Scirpus mucronatus ﾋﾒｶﾝｶﾞﾚｲ EN VU

Scleria caricina ｶｶﾞｼﾗ CR VU

Scleria levis ｼﾝｼﾞｭｶﾞﾔ VU

Scleria parvula ｺｼﾝｼﾞｭｶﾞﾔ VU

Euphorbiaceae ﾄｳﾀﾞｲｸﾞｻ Euphorbia pekinensis ｱｿﾀｲｹﾞｷ NT EN

Orchidaceae ﾗﾝ Bulbophyllum drymoglossum ﾏﾒﾂﾞﾀﾗﾝ NT NT

Bulbophyllum inconspicuum ﾑｷﾞﾗﾝ NT NT

Calanthe discolor ｴﾋﾞﾈ VU NT

Calanthe nipponica ｷﾝｾｲﾗﾝ CR VU

Calanthe reflexa ﾅﾂｴﾋﾞﾈ NT VU

Calanthe sieboldii ｷｴﾋﾞﾈ EN EN

Calanthe tricarinata ｻﾙﾒﾝｴﾋﾞﾈ EN VU

Cephalanthera erecta ｷﾞﾝﾗﾝ NT

Cephalanthera falcata ｷﾝﾗﾝ NT VU

Cymbidium nipponicum ﾏﾔﾗﾝ CR VU

Cypripedium japonicum ｸﾏｶﾞｲｿｳ CR VU

Epipactis thunbergii ｶｷﾗﾝ NT

Gastrodia elata ｵﾆﾉﾔｶﾞﾗ EN

Gastrodia verrucosa ｱｷｻﾞｷﾔﾂｼﾛﾗﾝ VU

Habenaria dentata ﾀﾞｲｻｷﾞｿｳ CR EN

Habenaria radiata ｻｷﾞｿｳ VU NT

Habenaria sagittifera ﾐｽﾞﾄﾝﾎﾞ NT VU

Herminium lanceum ﾑｶｺﾞｿｳ NT EN

Liparis krameri ｼﾞｶﾞﾊﾞﾁｿｳ CR

Liparis odorata ｻｻﾊﾞﾗﾝ CR EN

Neofinetia falcata ﾌｳﾗﾝ EN VU

Oberonia japonica ﾖｳﾗｸﾗﾝ VU

Orchis graminifolia ｳﾁｮｳﾗﾝ EN VU

Platanthera hologlottis ﾐｽﾞﾁﾄﾞﾘ VU

Platanthera japonica ﾂﾚｻｷﾞｿｳ NT

Platanthera mandarinorum var. brachycentron ﾔﾏｻｷﾞｿｳ CR

Platanthera mandarinorum var. neglecta ﾏｲｻｷﾞｿｳ CR

Platanthera sachalinensis ｵｵﾔﾏｻｷﾞｿｳ CR

Pogonia japonica ﾄｷｿｳ EN NT

Pogonia minor ﾔﾏﾄｷｿｳ VU

Taeniophyllum glandulosum ｸﾓﾗﾝ NT

Tulotis ussuriensis ﾄﾝﾎﾞｿｳ CR

Vexillabium nakaianum ﾊｸｳﾝﾗﾝ CR

Yoania amagiensis ｷﾊﾞﾅﾉｼｮｳｷﾗﾝ EN EN

藻類 Nostocaceae ネンジュモ Nostoc verrucosum Vaucher カワタケ DD

Algae Compsopogonaceae オオイシソウ Compsopogon coeruleus (Balbis) Montagne オオイシソウ VU VU

35



付属資料 3

Kumamoto
熊本県RDB

Japan
環境省RDB

Class
分類

Category  カテゴリー
Name  和名Scientific Name  学名Family　科 

Batrachospermaceae Batrachospermum arcuatum Kylin チャイロカワモズク NT NT

カワモズク Batrachospermum helminthosum Bory アオカワモズク NT NT

Prasiolaceae カワノリ Prasiola japonica Yatabe カワノリ DD VU

Thoreaceae チスジノリ Nemalionopsis tortuosa  Yaneda et Yagi オキチモズク CR CR+EN
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米 水稲 コシヒカリ Oryza sativa sp.
Rice Rice ヒノヒカリ

あきげしき
いただき
ミルキークイーン
森のくまさん
ひとめぼれ
ミネアサヒ

水稲（酒米） 五百万石
Rice for brew 神力

山田錦
一本〆
レイホウ

水稲（もち米） 峰の雪もち
Glutinous rice クレナイモチ

イワイモチ
水稲（古代米） 赤米
Antiquity 黒米

紫米
稲発酵粗飼料（WCS) ミナミユタカ
Whole crop silage

麦 麦 ニシノホシ Hordeum vulgare
Barley Barley はるしずく

ミナミノカオリ Triticum
穀物類 とうもろこし ｽｰﾊﾟｰｽｲｰﾄｷｬﾝﾍﾞﾗ90 Zea mays
Grain Corn ﾊﾞｲｶﾗｰｺｰﾝｶｸﾃﾙ90

ｱﾒﾘｶﾝｽｲｰﾄNo1
ﾊﾆｰﾊﾞﾝﾀﾑﾋﾟｰﾀｰｺｰﾝ
味来390
白もちとうもろこし
黒もちとうもろこし
ｺﾞｰﾙﾄﾞﾗｯｼｭ
ｺﾞｰﾙﾄﾞﾗｯｼｭ88

そば 阿蘇在来 Fagopyrum esculentum
Buckwheat 久木野在来

なつみ
きび もちきび Panicum miliaceum
Millet

豆類 大豆 フクユタカ Glycine max
Leguminous Soybean 黒田丸

みさを大豆
丹波黒大豆
早生黒頭巾枝豆

小豆 小豆 Vigna angularis
Azuki bean
落花生 落花生 半立性 Arachis hypogaea
Peanut

葉茎菜類 キャベツ 彩里 Brassica oleracea 
Leaf Cabbage おきな
stalkvegetable みくに

彩風
新藍
CR月光

白菜 冬峠 Brassica rapa L. var. glabra Regel
Chinese lettuce 晩輝

雪風
きらぼし65

レタス ﾋﾞﾊﾞﾛｯｿ Lactuca sativa
Lettuce 晩抽ﾋﾞﾊﾞﾍﾞﾙﾃﾞｨ

晩抽ﾏｷｼﾏﾑ
ｻﾝﾌﾞﾗｲﾄ

法連草 ﾌﾟﾗｲﾏｯｸｽﾐｽﾄﾗﾙ Spinacia oleracea L.
Spinach ｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾌﾟ

雪美菜
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Class
分類

Items
品目

variety name
品種名

scientific name
学名

寒ちぢみ1号
ﾄﾘﾄﾝ
ﾄﾗｯﾄﾞ7
ｽﾊﾟｲﾀﾞｰ
ﾐﾗｰｼﾞｭ
ｻﾏｰｽｶｲR7(TSP-413)
ｻﾏｰｽﾃｰｼﾞ
ｻﾏｰﾄｯﾌﾟｾﾌﾞﾝ
ｻﾝﾎｰﾌﾟ7
ｴﾘﾅ
早生ｻﾗﾀﾞあかり
ｸﾞﾗﾅﾀﾞ9

ブロッコリー ｽﾃｨｯｸｾﾆｮｰﾙ Brassica oleracea var. italica
Broccoli ﾋﾟｸｾﾙ

ﾊｰﾄﾗﾝﾄﾞ
アスパラガス ｳｴﾙｶﾑ Asparagus officinalis var. altilis
Asparagus
葱 雷王 Allium fistulosum
Welsh onion 長宝

下仁田
冬扇2号
龍翔
冬扇3号

玉葱 ﾀｰﾎﾞ Allium cepa
Onion ﾊﾟﾜｰ

猩々赤玉葱
ｱﾄﾝ

ニンニク 嘉定種ﾆﾝﾆｸ Allium sativum
Garlic ｽｰﾊﾟｰﾎﾜｲﾄ六片種M
ニラ ﾜﾝﾀﾞｰｸﾞﾘｰﾝﾍﾞﾙﾄﾆﾗ Allium tuberosum Rottler
Garlic chives ﾜｲﾄﾞｸﾞﾘｰﾝﾆﾗ
チンゲンサイ 青帝 Brassica rapa  var. chinensis
Qing geng cai 冬賞味

夏賞味
YN701
四季三昧(Y-617)

小松菜 はっけい
Komatsuna 菜々子

黒菜[Kurona] Brassica rapa  var. perviridis
水前寺菜 水前寺菜[Suizenjina] Gynura bicolor
Suizenjina
紫蘇 赤ちりめんしそ Perilla frutescens var. crispa
Red shiso
ゴマ 白ごま Sesamum indicum
Sesame
水菜 ｼｬｷさら Brassica rapa  var. nipposinica
Potherb Mustard 京しぐれ

からしみず菜(青)
ルッコラ ﾜｲﾙﾄﾞﾛｹｯﾄ Eruca vesicaria
Arugula
漬け菜 阿蘇高菜[Aso-takana] Brassica campestris
Greens for pickling はまみなとべかな Brassica campestris

野沢菜
ｻﾗﾀﾞからし菜
赤からし水菜

マコモタケ ﾏｺﾓﾀｹ Zizania latifolia
Makomotake
ケール 青汁用ｹｰﾙ(ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ) Brassica oleracea  var. acephala
Kehl
ベビーリーフ ﾙｯｺﾗ Eruca vesicaria
Baby leaf ﾍﾞﾋﾞ-ﾘ-ﾌﾚｯﾄﾞｹ-ﾙ Brassica oleracea  var. acephala

ｸﾞﾘｰﾝｽﾋﾟﾅｯﾁ Spinacia oleracea L.
ﾀｰｻｲ Brassica chinensis var. rosularis
ｽｲｽﾁｬｰﾄﾞ Beta vulgaris  var. cicla
ｸﾞﾘｰﾝﾏｽﾀｰﾄﾞ Brassica juncea mustard green
早生ﾐｽﾞﾅ Brassica rapa  var. nipposinica
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Class
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Items
品目

variety name
品種名

scientific name
学名

ｺｰﾗﾙﾘｰﾌ ﾌｪｻﾞｰ Brassica campestris
ｺｰﾗﾙﾘｰﾌ ﾌﾟﾙｰﾑ Brassica campestris

果菜類 イチゴ とよのか Fragaria × ananassa
Fruits and Strawberry 紅ほっぺ
vegetables ｱｽｶﾙﾋﾞ-

さがほのか
西瓜 富士光 Citrullus lanatus
Watermelon 縞無双H

色見すいか
きゅうり 地きゅうり[Jikyuri] Cucumis sativus 
Cucumber
メロン 秋･肥後ｸﾞﾘｰﾝ(M-GBK) Cucumis melo
Melon ｸﾞﾗﾃﾞｰｼｮﾝ

ｱｰﾙｽｾｲﾇ夏2
ｱｰﾙｽｾｲﾇ春2
ｱｰﾙｽ雅夏系
ﾍﾞﾈﾁｱ夏2
ﾍﾞﾈﾁｱ秋冬1

南瓜 つるなしやっこ Cucurbita moschata
Pumpkin えびす

ｽﾞｯｷｰﾆﾀﾞｲﾅｰ
打木早生赤栗
夢味
万次郎

トマト ｼｼﾘｱﾝﾙｰｼﾞｭ Solanum lycopersicum
Tomato りんか409

ﾄｽｶｰﾅﾊﾞｲｵﾚｯﾄ
サンチェリーピュア
キャロルクイーン
がんばる根ﾄﾘﾌﾟﾙ

茄子 庄屋大長 Solanum melongena
Eggplant ﾋｺﾞﾑﾗｻｷ
ピーマン あきの Capsicum annuum var. grossum
Pepper サララ

京まつり
かがやき
ｼﾞｬﾝﾎﾞｶﾗｰﾋﾟｰﾏﾝｵﾚﾝｼﾞ
ｼﾞｬﾝﾎﾞｶﾗｰﾋﾟｰﾏﾝ紫
ｼﾞｬﾝﾎﾞｶﾗｰﾋﾟｰﾏﾝ黄
ｼﾞｬﾝﾎﾞｶﾗｰﾋﾟｰﾏﾝ赤
東京ししとう Capsicum annuum var. angulosum

根菜類 大根 おしん Raphanus sativus var. longipinnatus
Root cropsJapanese Radish ﾚｯﾄﾞﾁｬｲﾑ二十日大根

くろ長君
夢誉(MK-R711)
ほほべに丸廿日
夏みどり8号
夏つかさ
ﾌﾚﾝﾁ二十日大根
ﾎﾜｲﾄﾐﾆ二十日大根

人参 黒田五寸 Daucus carota
Carrot
ショウガ 大しょうが Zingiber officinale
Ginger

いも類 さつまいも 中早生二号 Ipomoea batatas
Potatoes Sweet potatoes ﾏﾙｼｪ

彩里
秋徳SP
YR銀次郎
超大球
紅あずま
ｸｨｯｸｽｲｰﾄ
高系VT
ﾍﾞﾆﾊﾙｶ
鳴門金時98K 
金時06NK 
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分類

Items
品目

variety name
品種名

scientific name
学名

里芋 ﾊｽﾊﾞ Colocasia esculenta
Taro あかどいも[Akado-imo] Colocasia esculenta

鶴の子いも[Tsurunoko-imo] Colocasia esculenta
こんにゃく芋 あかぎおおだま Amorphophallus konjac
Konjac potatoes 在来種

花 トルコキキョウ 爽涼 Eustoma grandiflorum　
Flowers Texas Bluebell 天女の羽衣

ﾌﾟﾗﾁﾅﾊﾞｲｵﾚｯﾄ
ﾆｭｰｽﾓｰﾙﾊﾞｲｵﾚｯﾄ
ｴｰｽﾎﾜｲﾄ(ﾐ)
ｾﾚﾓﾆｰﾌﾞﾙｰﾌﾗｯｼｭ
ｱｸﾛﾎﾟﾘｽﾎﾜｲﾄ
ｽｰﾊﾟｰﾌﾟﾘﾏﾋﾟﾝｸ
ﾋﾟｯｺﾛｰｻｽﾉｰ
ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞﾋﾟｰﾁ
ﾘﾈｰｼｮﾝﾋﾟﾝｸﾋﾟｺﾃｨ
北斗星
ｴｸﾛｰｻﾘﾗ
ｴｸｾﾙﾈｲﾋﾞｰﾘﾝｸﾞ
F1はるか
ｾﾚﾓﾆｰｵﾚﾝｼﾞﾌﾗｯｼｭ
ｾﾚﾓﾆｰﾗｲﾄﾋﾟﾝｸ
ﾓﾚｯﾄﾏﾘﾝ
ﾊﾟﾋﾟｵﾝﾛｰｽﾞﾋﾟﾝｸ
ﾎﾞﾚﾛﾎﾜｲﾄ
ｻﾙｻﾏﾘﾝ
ﾛｼﾞｰﾅﾋﾟﾝｸﾋﾟｺﾃｨ
ﾛｼﾞｰﾅ3型ﾋﾟﾝｸﾌﾗｯｼｭ
ﾛｼﾞｰﾅⅢ型ﾋﾟﾝｸ
ﾛｼﾞｰﾅⅢ型ﾌﾞﾙｰ
ﾛｼﾞｰﾅﾌﾞﾙｰver.2
ｼｭｰｸﾘｰﾑ
海ほのか
ｱﾎﾟﾛｻｰﾌ
雪てまり
ﾊﾟﾚｵﾋﾟﾝｸ
ﾊﾟﾚｵｼｬﾝﾊﾟﾝ
ﾌｧｲﾅﾙﾛｰｽﾞ
ﾊﾞﾙｶﾝﾏﾘﾝ
ﾊﾞﾙｶﾝﾘｯﾌﾟｽ
ｽｰﾊﾟｰﾏｼﾞｯｸﾗﾍﾞﾝﾀﾞｰ
ﾊﾟﾚｵｺﾞｰﾙﾄﾞ
ﾊﾟﾚｵﾋﾟﾝｸﾌﾗｯｼｭ
ﾋﾟｯｺﾛｰｻｸﾞﾘｰﾝver.2
ｲｴﾛｰﾀﾞﾝｽ
ﾌｧｲﾅﾙﾎﾜｲﾄ
ｼﾙｸﾗﾍﾞﾝﾀﾞｰ
ｾｼﾙﾋﾟﾝｸME(ﾌｪﾘｽﾋﾟﾝｸ)
ﾏｼｭﾏﾛﾋﾟﾝｸ
ﾏｼｭﾏﾛﾎﾜｲﾄ
ﾌﾞｰｹﾎﾜｲﾄ(MEX4118)
ﾛｼﾞｰﾅﾋﾟﾝｸ
ｴｸﾚｱ(ﾑｰｽｼﾘｰｽﾞ)
ﾗﾌﾞﾐｰﾃﾝﾀﾞｰ
ﾛﾍﾞﾗｸﾞﾘｰﾝ
ﾛﾍﾞﾗﾋﾟﾝｸ(ﾗｲﾄﾋﾟﾝｸ)
ﾛﾍﾞﾗｲｴﾛｰ
ﾀﾞﾌﾞﾙﾃｨﾗﾐｽ
ﾊﾟﾚｵｵｰﾀﾑﾋﾟﾝｸ
ﾛｼﾞｰﾅﾗﾍﾞﾝﾀﾞｰ
ﾛｼﾞｰﾅｽﾉｰ
ﾛｼﾞｰﾅﾌﾞﾙｰﾌﾗｯｼｭ
ﾛｼﾞｰﾅﾋﾟﾝｸﾌﾗｯｼｭver.2
ﾛｼﾞｰﾅﾗｲﾑ
ｱﾝﾊﾞｰﾀﾞﾌﾞﾙﾏﾛﾝ
ｱﾝﾊﾞｰﾀﾞﾌﾞﾙﾜｲﾝ
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ｷｷ
ﾗﾌﾞﾐｰﾌﾞﾙｰﾋﾟｺﾃｨ
ｱﾝﾊﾞｰﾀﾞﾌﾞﾙﾐﾝﾄ
ｴｺｰﾚﾋﾟﾝｸ
ｴｺｰﾚﾌﾞﾙｰ
凛
ｱﾝｼﾞｪﾘｰﾅﾌﾞﾙｰﾋﾟｺﾃｨ
ｾﾚﾓﾆｰﾋﾟﾝｸﾌﾗｯｼｭ
ﾎﾞﾚﾛﾏﾘﾝ
ｾｼﾙﾌﾞﾙｰML
ｱﾝｼﾞｪﾘｰﾅﾋﾟﾝｸﾋﾟｺﾃｨ
ｸﾗﾘｽﾋﾟﾝｸ(SM5-556)
ﾊﾟﾚｵｱﾌﾟﾘｺｯﾄ
ﾊﾟﾚｵｸﾞﾘ-ﾝ
ﾐﾝｸ(TU565)
なみだ(TU566)
ﾗ･ﾌｫﾘｱ(TU560)
ﾎﾞﾔｰｼﾞｭⅡ型ｸﾞﾘｰﾝ
ﾎﾞﾔｰｼﾞｭⅡ型ｲｴﾛｰ
 ﾎﾞﾔｰｼﾞｭⅠ型ﾎﾜｲﾄ
ｴｽﾌﾟﾘﾋﾟﾝｸ
ｱﾙﾍﾞｰﾙﾎﾜｲﾄ
ｽｰﾊﾟｰﾏｼﾞｯｸﾎﾜｲﾄ
ﾚｲﾅﾎﾜｲﾄ(SM6-792)
ﾏﾘｰﾅｱﾌﾟﾘｺｯﾄ
ﾏﾘｰﾅﾌﾞﾙｰﾌﾗｯｼｭ
ﾏﾘｰﾅﾗｲﾄﾋﾟﾝｸ
ﾏﾘｱﾎﾜｲﾄ
桜みちる
ｼﾞｭｴﾘｰﾋﾟﾝｸﾌﾗｯｼｭ
ｼﾞｭｴﾘｰｽﾉｰ
ﾌﾞﾗﾝｼｭｰﾙ
ｴﾚｶﾞﾝｽﾎﾜｲﾄ
ｴﾝｹﾞｰｼﾞﾎﾜｲﾄ
ｴﾝｹﾞｰｼﾞﾌﾞﾙｰﾌﾗｯｼｭ
ｴﾝｹﾞｰｼﾞﾋﾟﾝｸ
EVKD-04
小夏ﾌﾞﾙｰﾌﾗｯｼｭ
ﾎﾞﾔｰｼﾞｭ1型ﾋﾟﾝｸ
ﾎﾞﾔｰｼﾞｭ1型ｱﾌﾟﾘｺｯﾄ
ﾎﾞﾔｰｼﾞｭ1型ｸﾞﾘｰﾝ
ﾎﾞﾔｰｼﾞｭ2型ﾌﾞﾙｰ
ﾎﾞﾔｰｼﾞｭ2型ﾗｲﾄｱﾌﾟﾘｺｯﾄ
ｺﾚｿﾞﾋﾟﾝｸ
ｺﾚｿﾞﾗｲﾄﾋﾟﾝｸ
ﾌﾟﾚｼｱ
ｻﾌｨﾅﾌﾞﾙｰﾊﾟｽﾃﾙ
ｺﾚｿﾞﾛｰｻ(K242)
ｱﾝﾘ
ﾊｰﾚｽﾋﾟﾝｸ
ｻﾌｨﾅﾋﾟﾝｸ2
ｾﾙｼﾞｭﾊｰﾄ
ｴｸﾞｾﾞﾎﾜｲﾄ
ﾌﾗﾝｿﾜ
ﾊﾟﾃｨｵﾌﾞﾙｰ
ﾊﾟﾃｨｵﾎﾜｲﾄ
ｾﾚﾌﾞﾋﾟﾝｸ
ｾﾚﾌﾞﾌﾟﾘﾝｾｽ
ｱﾝﾊﾞｰｸﾞﾘｰﾝﾘｯﾌﾟ
ｴｸﾞｾﾞﾗﾍﾞﾝﾀｰ
ﾌｧﾙﾀﾞﾁｪﾘｰ
ﾌｧﾙﾀﾞﾚﾓﾝ
ﾌｧﾙﾀﾞﾏﾝｺﾞｰ
ヴｨﾝﾃｰｼﾞﾏﾘﾝ
ﾛｻﾞﾘｵｸﾞﾘｰﾝ
ｼﾞｬｽﾆｰﾎﾜｲﾄ
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ﾙｰｾﾝﾄﾎﾜｲﾄ
ﾏｰﾌﾞﾙﾋﾟﾝｸ
ｼﾞｭｴﾘｰﾁｪﾘｰﾌﾗｯｼｭ
ｼﾞｭｴﾘｰﾗｲﾗｯｸ
ｸｲﾝｵﾌﾞﾅｲﾄ
ﾗﾌｰﾙｸﾞﾘｰﾝ(F07-915)
ﾊﾟﾃｨｵｽﾉｰ(F08-909)
ﾊﾟﾃｨｵﾌﾞﾙｰﾌﾗｯｼｭ(F08-615)
ﾊﾟﾃｨｵﾋﾟﾝｸﾌﾗｯｼｭ(F08-616)
ﾊﾟﾃｨｵｲｴﾛｰ
愛ほのか(F07-901)
ﾓﾅｰｸﾌﾞﾙｰﾌﾗｯｼｭ
ﾚｲｼｰﾋﾟﾝｸ
ﾗﾌｰﾙｲｴﾛｰ
ﾛｰｼﾞｰﾐｯｸｽ
ｶﾙﾒﾝﾐｯｸｽ
ﾌｨﾘｱﾗﾍﾞﾝﾀｰ
ﾌｨﾘｱｵｰｷｯﾄﾞ
ｸﾞﾗﾅｽﾗｲﾄﾋﾟﾝｸ
ｵｰﾌﾞﾋﾟﾝｸﾌﾗｯｼｭ
ｵｰﾌﾞｶｸﾃﾙ
ｷｭｱﾌﾞﾙｰ
ﾎｲｯﾌﾟﾎﾜｲﾄ
ﾎｲｯﾌﾟｸﾞﾘｰﾝ
ﾌｧﾝｼｰﾌﾞﾙｰ
ﾋﾟ-ﾁﾊﾟﾌｪ
ｱﾗﾓｰﾄﾞ
ﾌﾟﾁﾊｰﾄﾎﾜｲﾄ
ﾌﾟﾁﾊｰﾄﾌﾞﾙｰ
F09-956
ｸﾞﾗﾝﾌﾞﾙｰ
F09-566
ﾁﾛﾙﾌﾞﾙｰﾌﾗｯｼｭ
EYD-02(黄色)

ストック 雪波 Matthiola　incana
Garden stock 朝波

ｲｴﾛｰﾄﾞﾙｾ
ﾏﾘｰﾌﾞﾙｰ
ｸﾘｽﾏｽﾙﾋﾞｰ
ﾎﾜｲﾄﾜﾝﾀﾞｰ2号
ｽﾉｰﾜﾝﾀﾞｰ
ﾁｪﾘｰｶﾙﾃｯﾄ
ﾋﾟﾝｸｶﾙﾃｯﾄ
ﾎﾜｲﾄｶﾙﾃｯﾄ
ｲｴﾛｰｶﾙﾃｯﾄⅡ
ﾛｰｽﾞｶﾙﾃｯﾄ
ｲｴﾛｰｱｲｱﾝ
ﾋﾟﾝｸｱｲｱﾝ
波の舞
ｱﾌﾟﾘｺｯﾄｶﾙﾃｯﾄ2
ﾊﾛｳｨﾝｲｴﾛｰ
ﾏﾘﾝｶﾙﾃｯﾄ
ﾊﾟｰﾌﾟﾙｶﾙﾃｯﾄ
ﾎﾜｲﾄｱｲｱﾝ
ｱﾌﾟﾘｺｯﾄｱｲｱﾝ
ｲｴﾛｰｽﾊﾟｰｸ
ﾎﾜｲﾄｽﾊﾟｰｸ
ﾗﾌﾞﾐｰﾛｰｽﾞ
ﾊﾟｰﾌﾟﾙｱｲｱﾝ
ﾃﾞｨｰﾌﾟﾛｰｽﾞｶﾙﾃｯﾄ
ﾁｪﾘｰｱｲｱﾝ
ﾛｰｽﾞﾋﾟﾝｸｱｲｱﾝ
ﾋﾟｰﾁｶﾙﾃｯﾄ
ﾏﾘﾝｱｲｱﾝ
ｲｴﾛｰﾋﾞｰﾁ
ﾏﾘﾝﾌﾗｯｼｭｶﾙﾃｯﾄ
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ﾗｲﾄﾋﾟﾝｸﾌﾗｯｼｭｶﾙﾃｯﾄ
 ﾚｲﾝﾎﾞｰｶﾙﾃｯﾄ
ﾃﾞｨｰﾌﾟｲｴﾛｰｱｲｱﾝ
ﾗｲﾄﾋﾟﾝｸﾌﾗｯｼｭｶﾙﾃｯﾄ(鑑別名人)

パンジー LRﾌﾟﾘﾝ Viola X wittrockiana
Pansy ｱﾘﾙﾚｯﾄﾞver.2

ｱﾘﾙｲｴﾛｰver2
ｱﾘﾙｸﾘｱｲｴﾛｰ
ｱﾘﾙｸﾘｱｽｶｰﾚｯﾄ
ｱﾘﾙｸﾘｱｵﾚﾝｼﾞ
ｱﾘﾙｸﾘｱﾗｲﾄﾌﾞﾙｰ
ｱﾘﾙﾛｰｽﾞﾋﾞｰｺﾝ
ｱﾘﾙﾃﾞｨｰﾌﾟﾌﾞﾙｰ
ｱﾘﾙﾚｯﾄﾞ&ｲｴﾛｰver.2
LRｲﾁｺﾞｼｮｰﾄ
ｱﾘﾙﾊﾞﾚﾘｰﾅ
ﾌﾟﾛﾝﾄﾐｯｸｽ
ﾋﾟｶｿｲｴﾛｰﾌﾞﾛｯﾁ
ﾋﾟｶｿｸﾘｱｲｴﾛｰ
ﾋﾟｶｿｵﾚﾝｼﾞﾌﾞﾛｯﾁ
ﾋﾟｶｿｸﾘｱｵﾚﾝｼﾞ
ﾋﾟｶｿﾋﾟﾝｸｼｪｰﾄﾞ
ﾋﾟｶｿﾚｯﾄﾞﾌﾞﾛｯﾁ
ﾋﾟｶｿﾌﾞﾙｰﾌﾞﾛｯﾁ
ﾋﾟｶｿｸﾘｱﾗｲﾄﾌﾞﾙｰ
ﾋﾟｶｿｱﾌﾟﾘｺｯﾄｼｪｰﾄﾞ
ﾋﾟｶｿﾚｯﾄﾞ&ｲｴﾛｰﾌﾞﾛｯﾁ
ﾋﾟｶｿﾗｲﾄﾌﾞﾙｰﾌｪｲｽ
ﾋﾟｶｿﾛｰｽﾞﾌﾞﾛｯﾁ

ビオラ ﾌﾞﾙｰｽﾜｰﾙ
Viola ﾌﾙｰﾅﾚｯﾄﾞﾌﾞﾛｯﾁ

ﾌﾙｰﾅﾗｲﾄﾌﾞﾙｰ
ﾌﾙｰﾅｵﾚﾝｼﾞ
ﾌﾙｰﾅｲｴﾛｰ
ﾌﾙｰﾅﾗﾍﾞﾝﾀﾞｰﾋﾟﾝｸ
ﾌﾙｰﾅﾊﾟｰﾌﾟﾙ&ｲｴﾛｰ
ﾍﾟﾆｰｵﾚﾝｼﾞｼﾞｬﾝﾌﾟｱｯﾌﾟ
ﾌﾙｰﾅﾊﾟｰﾌﾟﾙﾌｪｲｽ

グラジオラス 富士の雪 Gladiolus spp
Gladiolus ﾊﾝﾃｨﾝｸﾞｿﾝｸﾞ

ﾌﾟﾘﾝｾｽﾏｰｶﾞﾚｯﾄﾛｰｽﾞ
ﾄﾗﾍﾞﾗ
ｸﾞﾘｰﾝｱｲﾙ
ﾌﾚﾝﾄﾞｼｯﾌﾟ
ﾎﾜｲﾄﾌﾚﾝﾄﾞｼｯﾌﾟ
ﾋﾟﾝｸﾚﾃﾞｨ(輸入)
ｸﾞﾘｰﾝｽﾀｰ
ﾄｯﾌﾟｼｰｸﾚｯﾄ
ｴｯｾﾝｼｬﾙ
ﾌﾞﾙｰｽ
ﾏｽｶ-ﾆ
さくらこ
ｽﾋﾟｯｸｱﾝﾄﾞｽﾊﾟﾝ
ｸﾞﾗﾝﾌﾟﾘ
ﾌﾚﾎﾞｴｸﾘﾌﾟｽ
ｱｰﾘｰﾀｲﾑｽ
ｼﾞｪｼｶ
ﾊﾟﾙﾁﾁｭｰﾙ
ﾋﾞﾊﾞﾘｱﾝ
ﾃﾞｨｰﾍﾟｽﾄﾚｯﾄﾞ
ｱﾄﾞﾚﾅﾘﾝ
彩姫
ｼﾞｬｸｿﾝﾋﾞﾙｺﾞｰﾙﾄﾞ
ﾍﾞｶﾞ
ｺｽﾀ
ｵｱｼｽ
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ｶﾞﾘﾚｲ
ｼﾏﾛｰｻ
ｴｯｾﾝｼｬﾙ
ﾌﾟﾘﾝｾｽﾏｰｶﾞﾚｯﾄﾛｰｽﾞ

ラナンキュラス ﾄﾞﾘｰﾏｰﾛｰｽﾞﾋﾟﾝｸ Ranunculus asiaticus
Ranunculus ﾄﾞﾘｰﾏｰﾎﾜｲﾄ

ﾄﾞﾘｰﾏｰﾊﾞｲｶﾗｰﾐｯｸｽ
ｴﾚｶﾞﾝｽﾗｲﾄﾋﾟﾝｸL
ｴﾚｶﾞﾝｽﾎﾜｲﾄL
ﾄｩｰﾙ

ペチュニア ﾊﾞｶﾗ特選混合 Petunia  x hybrida
Petunia ﾏﾝﾎﾞﾌﾞﾙｰ

ﾏﾝﾎﾞﾎﾜｲﾄ
ﾏﾝﾎﾞﾊﾞｲｵﾚｯﾄ
ﾏﾝﾎﾞﾚｯﾄﾞ
ﾏﾝﾎﾞﾋﾟﾝｸﾓｰﾝ
ﾏﾝﾎﾞﾛｰｽﾞ
ﾏﾝﾎﾞﾊﾞｰｶﾞﾝﾃﾞｨ
ﾏﾝﾎﾞﾋﾟｰﾁ

ベゴニア ｱﾝﾊﾞｻﾀﾞｰｽｶｰﾚｯﾄ Begonia
Begonia ｱﾝﾊﾞｻﾀﾞｰﾎﾜｲﾄ

ｱﾝﾊﾞｻﾀﾞｰﾋﾟﾝｸ
コスモス ｾﾝｾｰｼｮﾝﾐｯｸｽ Cosmos Cav
Cosmos
アスター ﾐｽﾖｰﾛｯﾊﾟﾚｼﾞｽﾄ Callistephus chinensis
Astor ｽﾃﾗﾚｯﾄﾞ

ｽﾃﾗﾛｰｽﾞ
ﾈﾈﾛｰｽﾞﾌﾛｽﾄ
ｼｴﾅｶｰﾏｲﾝﾚｯﾄﾞ
ｼｴﾅﾋﾟﾝｸ
ﾅﾅｻｰﾓﾝﾋﾟﾝｸ
ﾅﾅｶｰﾏｲﾝﾛｰｽﾞ
ｼｬｷﾞｰｲｴﾛｰ
ｼｬｷﾞｰﾋﾟﾝｸﾌﾗｯｼｭ
ｼｬｷﾞｰﾃﾞｨｰﾌﾟﾌﾞﾙｰ
ｼｬｷﾞｰﾃﾞｨｰﾌﾟﾛｰｽﾞ

なでしこ ﾃﾙｽﾀｰﾋﾟｺﾃｨ Dianthus superbus L. var. longicalycinus
Pink ﾃﾙｽﾀｰﾊﾟｰﾌﾟﾙﾋﾟｺﾃｨ

ﾃﾙｽﾀｰﾋﾟﾝｸ
ﾃﾙｽﾀｰｵｰｷｯﾄﾞ
ﾃﾙｽﾀｰﾎﾜｲﾄ
ﾃﾙｽﾀｰｽｶｰﾚｯﾄ
ﾀﾞｲｱﾝｻｽ  ﾅｯﾋﾟｰ
ﾌｫﾄﾝﾎﾜｲﾄ
ﾌｫﾄﾝﾛｰｽﾞ

セキチク ｽﾉｰﾌｧｲﾔ Dianthus chinensis L
China pink ｽﾉｰｶｰﾍﾟｯﾄ

ﾛｰｽﾞｶｰﾍﾟｯﾄ
ｵﾘｴﾝﾀﾙｶｰﾍﾟｯﾄ
ﾌｧｲﾔｰｶｰﾍﾟｯﾄ
ｸﾘﾑｿﾝｶｰﾍﾟｯﾄ

デルフィニューム ｵｰﾛﾗﾌﾞﾙｰｲﾝﾌﾟ Delphinium
Delphinium ﾌﾟﾃﾞﾙﾌﾞﾙｰ

ﾌﾟﾃﾞﾙｼｪﾙﾋﾟﾝｸ
ﾌﾟﾚｽﾄﾝﾌﾞﾙｰ
ｵｰﾛﾗﾗｲﾄﾌﾞﾙｰ
F1ｽｰﾊﾟｰﾏﾘﾝﾌﾞﾙｰ
ｽｰﾊﾟｰｽｶｲﾌﾞﾙｰ

ひまわり ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｻﾝﾌﾗﾜｰ Helianthus annuus
Sunflower ｻﾏｰｻﾝﾘｯﾁﾊﾟｲﾝ45

ｻﾝﾘｯﾁﾏﾝｺﾞｰ50
ｻﾏｰｻﾝﾘｯﾁﾚﾓﾝ45
ｻﾝﾘｯﾁｵﾚﾝｼﾞ50
ｻﾝﾘｯﾁﾚﾓﾝ50
ﾋﾞﾝｾﾝﾄ2型ｸﾘｱｵﾚﾝｼﾞ

マリーゴールド ﾘﾄﾙﾋｰﾛｰｴﾛｰ Tagetes
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Marigold ﾏｰﾁ特選混合
ﾊﾟｰﾌｴｸｼｮﾝ特選混合
ﾎﾞﾅﾝｻﾞｲｴﾛｰ
ﾎﾞﾅﾝｻﾞｵﾚﾝｼﾞ
ｻﾌｧﾘｽｶｰﾚｯﾄ
ﾊﾟｰﾌｪｸｼｮﾝｲｴﾛｰ

サルビア ﾎｯﾄｼﾞｬｽﾞ Salvia
Sage ﾋﾞｸﾄﾘｱﾌﾞﾙｰ

ﾌﾗﾒｯｸｽ2000
ﾘﾄﾙﾀﾝｺﾞ

紅花 ｶﾙﾀﾑｽ  橙赤色丸葉種 Carthamus tinctorius
Safflower
菊 ﾉｰｽﾎﾟｰﾙ Chrysanthemum × morifolium Ramat

Chrysanthemum 段菊
ﾏﾄﾘｶﾘｱ ｸﾗｳﾝﾎﾜｲﾄ
ﾏﾄﾘｶﾘｱ ｺﾞｰﾙﾄﾞﾎﾞｰﾙ

デイジー LRｱｰﾘｰﾎﾟﾝﾎﾟﾈｯﾄﾎﾜｲﾄ Bellis perennis
Daisy LRｱｰﾘｰﾎﾟﾝﾎﾟﾈｯﾄﾛｰｽﾞ

ﾄﾞﾜｰﾌｶｸﾃﾙﾐｯｸｽ
矢車草 ｾﾝﾄｰﾚｱ  ｲｴﾛｰｻﾙﾀﾝ Rodgersia podophylla
Centaurea 寒咲八重矢車草  ﾌﾟﾘﾝｾｽ
ルドベキア ﾛｰﾗﾝﾄﾞﾐｯｸｽ Rudbeckia
Rudbeckia
メランポジューム ﾐﾘｵﾝｺﾞｰﾙﾄﾞ Melampodium paludosum
Melampodium ﾀﾞｰﾋﾞｰｴﾛｰ

ﾀﾞｰﾋﾞｰ
アゲラタム ﾄｯﾌﾟﾌﾞﾙｰ Ageratum
Ageratum ﾌﾞﾙｰﾊﾜｲ
アリッサム ｽﾉｰｸﾘｽﾀﾙ Lobularia maritima
Lobularia ｲｰｽﾀｰﾎﾞﾈｯﾄﾃﾞｨｰﾌﾟﾛｰｽﾞ

ｲｰｽﾀｰﾎﾞﾈｯﾄﾃﾞｨｰﾌﾟﾋﾟﾝｸ
ﾜﾝﾀﾞｰﾗﾝﾄﾞﾃﾞｨｰﾌﾟﾊﾟｰﾌﾟﾙ

キンレンカ ﾎﾜﾘｰﾊﾞｰﾄﾞｽｶｰﾚｯﾄ Tropaeolum majus L
Nasturtium ﾎﾜﾘｰﾊﾞｰﾄﾞｺﾞｰﾙﾄﾞ
クレオメ ｶﾗｰﾌｧﾝﾃﾝ Cleome hassleriana
Cleome
インパチェンス ｽｰﾊﾟｰｴﾙﾌｨﾝ混合 Impatiens　walleriana
Impatiens
ブプレウラム ｸﾞﾘﾌﾃｨ Bupleurum rotundifolium
Bupleurum ｸﾞﾘﾌﾃｨ晩生種
花綿 切り花用高性種 Gossypium arboreum
Cotton
マツバボタン ｿｰﾗｰｷｯｽﾞ特選混合 Portulaca grandiflora
Portulaca
ニチニチソウ ﾋﾞﾝｶ ﾀｲﾀﾝﾐｯｸｽ Catharanthus roseus
Catharanthus ﾋﾞﾝｶ ｴｸｴｲﾀｰﾗﾝﾄﾞ(ﾐﾂｸｽ)
ラベンダー ﾚｰｽﾗﾍﾞﾝﾀﾞｰｽﾊﾟﾆｯｼｭｱｲｽﾞ Lavandula multifida
Lavender
アマランサス ﾄﾘｶﾗｰﾊﾟｰﾌｪｸﾀ Amaranthus　tricolor
Amaranth
アーティチョーク ｸﾞﾘｰﾝｸﾞﾛｰﾌﾞ Cynara scolymus
Artichoke
シレネ ｽﾀｰﾘｰﾄﾞﾘｰﾑ Silene pendula
Silene ｾﾘﾅ
シネラリア ｱｰﾘｰﾊﾟｰﾌｪｸｼｮﾝﾛｰｽﾞ Pericallis x hybrida
Pericallis
葉牡丹 つぐみ Brassica oleracea 
Kale
きんせんか ｵﾚﾝｼﾞﾌﾟﾗｲﾄﾞ Calendula officinalis
Calendula
けいとう ｾﾛｼｱ ﾙﾋﾞｰﾊﾟﾌｪ Celosia argentea
Cockscomb
水仙 ｶﾞｰﾃﾞﾝｼﾞｬｲｱﾝﾄ Narcissus tazetta var. chinensis
Narcissus
かすみ草 ﾏﾘｰﾍﾞｰﾙ(FG420) Gypsophila elegans
Gypsophila
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牧草 デントコーン ｽﾉｰﾃﾞﾝﾄ125わかば Zea mays var. indentata
Pasture Corn ｽﾉｰﾃﾞﾝﾄ 王夏

ソルゴー ｿﾙｶﾞﾑｺﾓﾝ Sorghum bicolor
Sorghum 高糖分

風立
三尺

ヒエ ｸﾞﾘｰﾝﾐﾚｯﾄ  中生 Echinochloa esculenta
Japanese millet 青葉ﾐﾚｯﾄ

ｲﾀﾘｱﾝﾐﾚｯﾄR
夏ｲﾀﾘｱﾝ

スーダングラス ﾍｲｽｰﾀﾞﾝ Sorghum sudanense
Sudan grass うまかろｰる

ｼｭｶﾞｰｽﾘﾑ
イタリアングラス ｺﾓﾝ Lolium multiflorum Lam
Italian grass ﾜｾｱｵﾊﾞ

ﾜｾﾕﾀｶ
ﾀﾁﾜｾ
ﾏﾝﾓｽB
ﾀﾁﾏｻﾘ
ﾀﾁﾑｼｬ
ﾊﾅﾐﾜｾ
ｲﾅｽﾞﾏ
得々ﾌﾞﾚﾝﾄﾞ

えん麦 ﾍｲｵｰﾂ Avena sativa
Oat ｽｰﾊﾟｰﾊﾔﾃ隼

ﾆｭｰｵｰﾙﾏｲﾃｨ
緑肥用ｴﾝﾊﾞｸ

クローバー 白ｸﾛｰﾊﾞｰ  ｺﾓﾝ Trifolium repens
Clover ｸﾘﾑｿﾝｸﾛｰﾊﾞｰ

ｸﾘﾑｿﾝｸﾛｰﾊﾞｰ  くれない
赤ｸﾛｰﾊﾞｰﾏｷﾐﾄﾞﾘ

other pastures ﾈﾏｺﾛﾘ Crotalaria spectabilis Roth
other pastures れんげ草 Astragalus sinicus
other pastures 緑肥用からしな Brassica campestris
other pastures ｷｶﾗｼ Sinapis alba L.
other pastures ｵｰﾁｬｰﾄﾞ  ｺﾓﾝ Dactylis glomerata
other pastures ｵｰﾁｬｰﾄﾞ  ﾅﾂﾐﾄﾞﾘ Dactylis glomerata
other pastures ｹﾝﾀｯｷｰﾌﾞﾙｰｸﾞﾗｽ Poa pratensis
other pastures ﾃｵｼﾝﾄ Zea mays subsp. mexicana
other pastures ﾁﾓｼｰ Phleum pratense
other pastures ﾘｰﾄﾞｶﾅﾘｰｸﾞﾗｽ  ﾊﾟﾗﾄﾝ(ﾀｷｲ) Phalaris arundinacea
other pastures ﾄｰﾙﾌｪｽｸ  ｻｻﾞﾝｸﾛｽ Festuca arundinacea Schreb
other pastures ﾁﾓｼｰ ｸﾝﾌﾟｳ Phleum pratense
other pastures ﾄｰﾙﾌｪｽｸ ｺﾓﾝ Festuca arundinacea Schreb
other pastures ﾘｰﾄﾞｶﾅﾘｰｸﾞﾗｽ ｺﾓﾝ Phalaris arundinacea
other pastures ｱﾙﾌｧﾙﾌｧ ｹﾚｽ Medicago sativa
other pastures ペレニアルライグラス Lolium perenne

茶 茶 やぶきた Camellia sinensis (L.) Kuntze
Tea Tea かなやみどり

おくみどり
やぶきた実生

果実類 クリ 丹沢 Castanea crenata
Fruit tree Japanese chestnut 伊吹

筑波
利平
ぽろたん

ウメ 玉英 Prunus mume
Plum 南高
キウイ ヘイワード Actinidia deliciosa
Kiwifruit
リンゴ フジ Malus pumila
Apple
ブルーベリー チャンドラー Vaccinium corymbosum
Blueberry サンシャインブルー

サミット
オザークブルー
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付属資料 4

Class
分類

Items
品目

variety name
品種名

scientific name
学名

エリザベス
レガシー

ブラックベリー マートンソーレース Rubus fruticosus
Blackberry ボイソンベリー
ラズベリー インディアンサマー Rubus idaeus
Raspberry
ユズ 木頭（キトウ） Citrus junos
Citron
ナシ 新高 Pyrus pyrifolia
Nashi pear 幸水

豊水
新興

ブドウ 巨峰 Vitis spp
Grape 高墨
モモ 川中島白桃 Amygdalus persica
Peach あかつき

長沢白鳳
スモモ ソルダム Prunus salicina
Plum 大石早生

ハニーローザ
太陽

カキ 太秋 Diospyros kaki
Persimmon 早秋

富有
きのこ類 アラゲキクラゲ 89号 Auricularia polytricha
Mushroom Cloud ear

エリンギ KX-EG109 Pleurotus eryngii 
Eryngii 
シイタケ 908号 Lentinula edodes
Shitake 与一丸

与さぶろう
一森一
こう太郎
新908号
にく丸
森ＸＲＩ１号
もりの秋実
もりの春光
もりのだい次郎
もりの夏実
もりの早夏
もりの春太
ゆう次郎
優実
凛凛
ロング115号
ロング193号
ロング240号
ロング327号
ロング697号

トウチュウカソウ サナギタケ Cordyceps militaris (Vuill.) Fr.
Plant worm
ナメコ １号 Pholiota nameko
Predacecus diving beetle ２号

３号
ＮＷ
ロング早生ナメコ

other mushrooms ハチク Phyllostachys nigra var. henonis
other mushrooms 39号 Pleurotus ostreatus
other mushrooms KX-BS022 Hypsizygus marmoreus
other mushrooms 51号 Grifola frondosa Fries
other mushrooms ヤマブシタケ Hericium erinaceum
other mushrooms マンネンタケ Ganoderma lucidum

その他 ホテイチク ホテイチク Phyllostachys aurea
Others マダケ マダケ

モウソウチク モウソウチク Phyllostachys heterocycla f. pubescens
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付属資料 4

Class
分類

Items
品目

variety name
品種名

scientific name
学名

クサソテツ クサソテツ Matteuccia struthiopteris
ホンワサビ グリーンサム Wasabia japonica 
ホンワサビ 真妻（まづま）
ゼンマイ ゼンマイ Osmunda japonica
Osmunda
なたね なたね(農林41号) Brassica napus
Rapeseed

家畜 肉用牛 褐毛和種[Akage-washu;Red cattle] Bos taurus
Livestock Beef 黒毛和種 Bos taurus

アンガス
乳用牛 ホルスタイン
Milk cow ジャージー

ブラウンスイス
ガンジー
エアシャー

農用馬 ブルトン Equus caballus
Horses for farming ペルシュロン

日本輓系種
道産子

乗用馬 ポニー
Horses for riding クウォターホース

アパルサ
アラブ
サラブレッド
クウォターホース

肉用豚 バークシャー Sus scrofa domesticus
Pig ヂュロック

ランドレース
大ヨークシャー
デカルブ
ハイポー
ヒゴサカエ３０２

肉用鶏 UKチャンキー Gallus gallus domesticus
Chicken コブ

天草大王
採卵鶏 ボリスブラウン
Hens 烏骨鶏

イサブラウン
アローカナ

鑑賞鶏 肥後チャボ
Chicken for appreciation

乳用山羊 ザーネン Capra aegagrus hircus
Goat
肉用山羊 トカラ
Goat
肉用羊 サホーク
Sheep
毛肉兼用羊 コリデール
Sheep

：熊本県が選定している「伝統野菜」（熊本の人や風土との関わり合いが強い野菜）及び在来種である「あか牛」
:local varieties of vegetables registered by Kumamoto prefecture and locally bred red cattle (Akaushi) 
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 (付属資料５)地域ごとの牧野と集落の位置関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「阿蘇の文化的景観」保存調査（第 2 次基礎調査）等業務報告書（阿蘇市教育委員会 2011
年） 


